
 
以
下
に
つ
い
て
は
、
公
開
対
象
か
ら
除
い
て
い
ま
す
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昭
和
六
十
一
年
三
月

埼
玉
県
は
、
全
国
に
先
が
け
て
、
国
指
定
史
跡
「
埼
玉
古
墳
群
」
の
広
域
的
な
保
存
と
環
境
整
備
を
図
る
目
的
で

さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
の
建
設
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

埼
玉
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
昭
和
四
十
三
年
の
稲
荷
山
古
墳
の
発
掘
調
査
に
ひ
ぎ
つ
づ

き
、
各
古
墳
の
周
堀
等
の
発
掘
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
、
そ
の
規
模
や
形
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
環
境
整
備
を
促
進
す
る
一
方
、
昭
和
四
十
四
年
に
は
さ
き
た
ま
資
料
館
を
開
館
し
て
資

料
の
収
蔵
・
展
示
の
充
実
に
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
書
で
報
告
い
た
し
ま
す
瓦
塚
古
墳
は
全
長
七
十
一

いい
で
埼
玉
古
墳
群
の
中
で
は
中
形
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
昭

和
五
十
四
年
度
及
び
昭
和
五
十
七
年
度
の
二
回
に
わ
た
り
発
掘
調
査
を
実
施
し
範
囲
確
認
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
そ
の
結
果
、
稲
荷
山
古
墳
や
二
子
山
古
墳
と
同
様
、
二
重
の
周
堀
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周

堀
か
ら
は
、
家
形
埴
輪
や
人
物
埴
輪
を
は
じ
め
と
し
、
多
く
の
貴
重
な
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
ま
す
。

本
書
は
、
既
に
上
梓
し
た
『
稲
荷
山
古
墳
』
、
『
鉄
砲
山
古
墳
』
及
び
『
愛
宕
山
古
墳
』
に
次
ぐ
埼
玉
古
墳
群
発
掘

調
査
報
告
書
第
四
集
で
あ
り
ま
す
が
、
埼
玉
古
墳
群
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
御
活
用
い
た
だ
き
、
教
育
、

学
術
、
文
化
の
振
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
か
ら
出
土
資
料
等
の
整
理
、
及
び
本
書
の
刊
行
に
至
る
ま
で
、
多
大
の
御
指

導
、
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
文
化
庁
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
機
関
並
び
に
関
係
者
各
位
に
対
し
て
、
深
く
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

序

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

荒

井

修
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図

版

図

版

2
 

2
 

ー 2
 

ー

，，，， ク ク

瓦
塚
古
墳
と
埼
玉
古
墳
群
内
の
位
置

瓦
塚
古
墳
全
景

瓦
塚
古
墳
近
景

昭
和
五
四
年
度
調
査
区
全
景

昭
和
五
四
年
度
調
査
区
A
区
内
堀

図

版

目

次
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図
版
二

0

図
版
ニ
―

図
版
ニ
ニ

図
版
二
三

図
版
二
四

2
 

ー 2
 

ー 2
 

ー 2
 

ー 2
 

図
版
一
九

1

図
版
一
八

図
版
一
七

1

図
版
一
六

図
版
一
三

2
 

2
 

ー 2
 

図
版
一
五

1 2
 

図
版
一
四

1 2
 

ー 2
 

9
(
8
8
S
9
4
)
 

10(96
、
97
、
109S112
)

11
(98
S
108
)
 

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
出
土
遺
物
1
(
1
1
3
、
114)

ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ，，，， ク ク ，，，， 

8
(
8
1
1
8
7
)
 

7

(
6
7
1
7
9
)
 

6
(58S66
)
 

5

(
4
8
1
5
6
)
 

4
(
38
s
47
)
 

3
(
18
S
37
)
 

7
)
 

↑
 

2
(4
S
 

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
縄
文
土
器
出
土
状
況

昭
和
五
四
年
度
調
査
区
出
土
遺
物
1

(1
¥
3
)

図
版
二
七

図
版
二
八

図
版
二
九

図
版
三
〇

図
版
三
一

図
版
三
二

図
版
三
三

図
版
三
四

図
版
三
五

図
版
三
六

図
版
三
七

図
版
三
八

図
版
三
九

図
版
四
〇

図
版
四
一

図
版
四
二

図
版
四
三

図
版
四
四

図
版
二
六

2
 

ー 2
 

ー 2
 

ー 2
 

ー 2
 

ー

11
(177S187) 

12(188) 

13
(188
)
 

14
(189
)
 

15
(190
、
191
)

16
(192S205
)
 

17
(193S210
)
 

8

(11
)
 

2
 

ー9
(
1
2
)
 

2
 

ー20(213S227) 

21(228S268) 

2
 

2
 

23(269S287
)
 

ク

24(288S324)

花
粉
及
び
胞
子
化
石
顕
微
鏡
写
真

珪
藻
化
石
顕
微
鏡
写
真

ク ク ，，，， ク ク ク ，，，， ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
外
堀
遺
物
出
土
状
況

ク

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
外
堀

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
外
堀
プ
リ
ッ
ジ

ク ク

0

(71
s
76
)
 

1

1

 

ー 9 8 

＾ ^  159 153 
I I 

170 158 、、

7 6 

＾ ^  147 140 
＼ ＼ 

152 146 、、

5 4 3 

＾ ^  ^  117 124 119 
‘‘S 

121 126 123 、、 、

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
内
堀

図
版
二
五

ク

2 

1,:5 
1雙

134 128 125 
s s‘ 
139 133 127 

、ーノ ‘ーノ ‘― 
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八 七 ＇ ノ‘ 五

点
測
量
は
（
株
）
中
央
航
業
に
委
託
し
た
。

四
各
事
業
の
組
織
は
別
表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
た
。

宏）

昭
和
五
七
年
九
月
六
日
＼
―

二
月
二
九
日
、

小
川
良
祐
、
今
泉
泰
之
、
金
子
真
土
）

文
化
庁

熊
谷
市
教
育
委
員
会
鴻
巣
市
教
育
委
員
会

本
書
は
、
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
四
、
八

0
七
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
瓦
塚
古
墳
に

関
す
る
発
掘
調
査
報
告
書
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

が
実
施
し
た
。
発
掘
事
業
は
昭
和
五
四
年
度
（
前
方
部
南
側
）

、
及
び
昭
和
五
七
年

昭
和
五
四
年
度
発
掘
期
間

昭
和
五
七
年
度
発
掘
期
間

梅
沢
太
久
夫
、
今
泉
泰
之
、
中
島

茂
樹
が
当
た
り
、
小
久
保
徹
、
若
松
良
一
、

加
除
筆
を
行
い
、
金
井
塚
良
一
が
監
修
し
た
。

担
当
者
が
行
っ
た
。

田
中
正
夫
の
協
力
を
得
た
。

昭
和
五
四
年
八
月
一
日

S
―
一
月
一
六
日
、

（担
当
者
、

（
担
当
者
、

昭
和
五
七
年
度
、
六

0
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
文
化
庁
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施

出
土
品
の
整
理
及
び
本
書
の
作
成
は
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
が
行
い
主
に
杉
崎

本
書
の
執
筆
は
各
文
末
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
全
体
に
つ
い
て
横
川
好
富
が

写
真
撮
影
は
杉
崎
茂
樹
及
び
田
中
正
夫
が
行
な
っ
た
が
、
遺
構
に
つ
い
て
は
各
調
査

微
化
石
分
析
及
び
鉱
物
分
析
は
（
株
）

。ハ
リ
ノ
・
サ
ー
ベ
イ
に
、
ま
た
、
写
真
撮
影

の
一
部
（
航
空
写
真
）
と
空
中
写
真
測
量
図
の
作
成
及
び
調
査
区
の
基
準
点
、
水
準

行
田
市
教
育
委
員
会

増

田

逸

朗

柳

田

敏

司

山

崎

武

吉
川

国
男

度
（
墳
丘
西
側）

に
、
整
理
事
業
は
昭
和
六

0
年
度
に
実
施
し
た
。

永

沼

律

朗

中

島

利

治

橋

本

博

文

細

田

勝

堀

口

萬

吉

斉

藤

国

夫

笹
森
紀
美
子

田
中

郎

田

部

井

功

寺

社

下

博

乙

益

重

隆

金

子

正

之

亀

井

正

道

車

崎

正

彦

佐

藤

好

司

例

百

市

毛

勲

井

上

裕

九

岩

崎

卓

也

大

塚

初

重

岡

村

勝

行

発
掘
調
査
か
ら
整
理
報
告
に
至
る
ま
で
左
記
の
方
々
及
び
各
機
関
か
ら
御
指
導
御
協

力
を
賜
っ
た
。
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，，，， ，，，， ，，，， 

柚

木

博
（
昭
和
五
七
年
度
）

，，，， 

橋

本

克

己
（
昭
和
五
七
年
度
）

畔

上

敦

志
（
昭
和
五
四
年
度
）

ク

島

村

日
自

子
（
昭
和
五
四
年
度
）

千

村

修

庶

務

係

川

崎

栄

（
昭
和
五
四
、
五
七
、
六

0
年
度
）

庶

務

係

太

田

和

夫
（
昭
和
五
四
年
度
）

平
（
昭
和
五
四
年
度
）

庶

務

係

長

風

間

俊

克

（

昭

和

六

0
年
度
）

庶

務

係

長

持

田

紀

男

（

昭

和

六

0
年
度
）

課

長

補

佐

早

川

智

明

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

課

長

補

佐

兼
庶
務
係
長

課

長

補

佐

課

長

補

佐

兼
庶
務
係
長

課

長

補

佐

大

村

進
（
昭
和
五
七
年
度
）

副兼副兼参
庶

館務館館
係

長長長長事

横

川

好

八
木
原

巖
（
昭
和
五
四
、
五
七
年
度
）

富
（
昭
和
六

0
年
度
）

金

井

塚

良

（
昭
和
六

0
年
度
）

町

田

勝

義
（
昭
和
五
七
年
度
）

ク

坂

巻

正

（
昭
和
五
七
年
度
）

木

戸

恵
（
昭
和
五
四
年
度
）

館

長

野

村

鍋

奥

泉

信
（
昭
和
五
四
年
度
）

事
務
局
（
発
掘
調
査
・
整
理
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館

（
昭
和
五
四
年
度
）

岩

田

明
（
昭
和
六

0
年
度
）

ク

鈴

木

秀

雄

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

野

村

鍋

（
昭
和
五
七
年
度
）

ク

水

村

孝

行

（

昭

和

六

0
年
度
）

課

長

杉

山

泰

之
（
昭
和
五
四
年
度
）

ク

杉

崎

茂

樹
（
昭
和
五
七
年
度
）

事
務
局
（
企
画
・
調
整
）
埼
玉
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課

ク

宮

崎

朝

同

佐

藤

司
（
昭
和
六

0
年
度
）

ク

井

上

尚

同

岩

上

調

査

の

組

織

埼
玉
県
教
育
委
員
会

昇
（
昭
和
五
四
年
度
）

進
（
昭
和
五
七
年
度
）

蔵
（
昭
和
五
四
年
度
）

博
（
昭
和
五
七
年
度
）

夫
（
昭
和
五
四
年
度
）

朗
（
昭
和
五
四
年
度
）

明
（
昭
和
五
四
年
度
）

雄
（
昭
和
五
七
年
度
）

ク

駒

宮

史

教

育

次

長

下

練

文

化

財

係

柿

沼

幹

同

荒

井

修

二
（
昭
和
六

0
年
度
）

ク

梅

沢

太

久

夫

（

昭

和

六

0
年
度
）

同

長

井

五

郎

（

昭

和

五

七

年

度

）

塩

野

教

育

長

石

田

正

利

（

昭

和

五

四

年

度

）

係埋第文庶
蔵一
文ー化務
化係

長財長財係

栗

原

文

主
体
者

亀

田

孝
（
昭
和
五
七
、
六

0
年
度
）
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嘱 学

ク ク ク ，，，， ，，，， ク ク 芸 ク ，，，， ク ク ，，，， 

金

子

芳

（
昭
和
六

0
年
度
）

託

大

熊

達

夫
（
昭
和
五
七
年
度
）

岡

本

雄

（
昭
和
五
四
、

五
七
、
六

0
年
度
）

田

中

正

夫

（

昭

和

六

0
年
度
）

若

松

良

（
昭
和
六
0
年
度
）

杉

崎

茂

樹

（

昭

和

六

0
年
度
）

中

島

学

芸

課

長

祐
（
昭
和
五
四
年
度
）

太
久
夫
（
昭
和
五
七
年
度
）

之
（
昭
和
五
四
年
度
）

土
（
昭
和
五
四
年
度
）

宏

（
昭
和
五
七
年
度
）

金

子

真

員

今

泉

泰

小
久
保

徹
（
昭
和
六

0
年
度
）

梅

沢

小

川

良

鈴

木

廣

子

（
昭
和
六

0
年
度
）

木

村

な

を

子

（

昭

和

六

0
年
度
）

鈴

木

春

美
（
昭
和
五
七
年
度
）
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埼
玉
古
墳
群
は
、

わ
が
国
最
大
の
円
墳
で
あ
る
丸
墓
山
古
墳
や
、
県
下
最
大
の
前
方
後

円
墳
で
あ
る
二
子
山
古
墳
及
び
金
錯
銘
鉄
剣
を
出
土
し
た
こ
と
で
有
名
な
稲
荷
山
古
墳

（
前
方
後
円
墳
）
な
ど
が
あ
り
、
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
と
し
て
は
、
比
較
的
大
形
の
古

現
存
す
る
九
基
の
大
形
古
墳
は
、
昭
和
一
三
年
八
月
八
日
付
け
の
文
部
省
告
示
に
よ
り

国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
が
、
稲
荷
山
古
墳
以
外
で
埋
葬
施
設
が
明
ら
か
な
も
の
は
将

軍
山
古
墳
の
み
で
、
古
墳
群
及
び
そ
の
近
接
地
区
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

昭
和
四

0
年
、
文
化
庁
は
史
跡
等
買
い
上
げ
、
史
跡
等
環
境
整
備
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

柱
が
「
風
土
記
の
丘
建
設
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
業
の
主
旨
は
考
古
資
料
、
古
文
書
等
の

文
化
財
を
各
地
方
の
特
色
あ
る
風
土
と
一
体
化
し
て
保
存
、
活
用
を
図
る
た
め
、

集
、
保
管
、
展
示
の
た
め
の
資
料
館
を
、
古
墳
、
住
居
跡
等
の
遺
跡
を
包
蔵
す
る
地
区
に

建
設
、
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
県
名
発
祥
の
地
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
の
保
護
、

活
用
を
は
か
る
と
い
う
当
時
の
埼
玉
県
の
計
画
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
昭
和
四
二
年
に
、
埼
玉
古
墳
群
を
中
心
と
し
た
「
さ
ぎ
た
ま
風
土
記
の
丘
」

建
設
事
業
が
国
庫
補
助
を
得
て
開
始
さ
れ
、

認
調
査
で
、

こ
の
う
ち
の
史
跡
等
環
境
整
備
の
第
二
の

そ
の
収

そ
の
一
環
と
し
て
稲
荷
山
古
墳
の
発
掘
調
査

こ
れ
以
降
も
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
発
掘
調
査
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ

た
が
、
昭
和
四
九
年
度
ま
で
は
主
と
し
て
周
堀
復
原
の
た
め
の
試
掘
ト
レ
ソ
チ
に
よ
る
確

こ
れ
に
よ
り
二
子
山
、
稲
荷
山
古
墳
の
内
堀
や
、
丸
墓
山
、
奥
の
山
の
周
堀

や
二
子
山
古
墳
周
堀
復
原
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

第 1表

土 古墳 名 （調査箇所） 備 考

42 二子山、鉄砲山、査奥の山古墳
（周堀 トレンチ調 ） 

43 稲荷山古墳（主体部） 報（『告埼済玉稲荷山古墳』）

48 稲荷山、丸査墓）山古墳（周堀 卜 稲荷山古墳については
レソチ調

報『（告『館埼報済玉N稲o.5荷』山※古)墳』、

49 麿梅塚、天王山等中小円墳群及 （『館報No.6』)
び二子山古墳（ 堤造り 出し
部）

54 瓦塚古 墳（前方部南側周堀） 今回報告

II 鉄砲山古墳（前方部西側周堀） 報告済（『鉄砲山古墳』）

55 二子山古墳（後円部北方外堀） （『館報No.12』)

56 愛前方宕部山古南側墳周（後堀）円部東側及び 報告済（『愛宕山古墳』）

57 瓦塚古墳 （墳丘西側周堀） 今回報告

58 鉄砲山古墳（後円部東側周堀） 報告済（『鉄砲山古墳』）

59 将軍山古墳（前方部西方地区） （『館報No.16』)

II 二子山古墳（前方部南方外堀） （『館報No.16』)

60 丸墓山古墳（東側周堀）

※ 

埼玉県教育委員会による古墳群調査一覧

『県立さきたま資料館報』（以下同じ）

掘
調
査
な
ど
を
重
点
項
目
と
し
て
う
ち
だ
し
、

た
の
は
昭
和
四

0
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

が
復
原
さ
れ
た
。
稲
荷
山
古
墳
は
周
堀
の
他
、
昭
和
四
三
年
に
主
体
部
の
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
、

そ
の
後
礫
椰
出
土
の
鉄
剣
か
ら
金
象
嵌
銘
文
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
五
五
年
に
は

こ
う
し
て
古
墳
群
の
所
在
す
る
地
区
は
昭
和
五

0
年
代
の
初
め
に
は
、
現
在
の
よ
う
な

景
観
と
な
り
、
史
跡
公
園
と
し
て
の
環
境
が
整
っ
た
が
、
昭
和
五
四
年
度
か
ら
主
に
各
古

墳
周
堀
の
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
に
古
墳
周
囲
の
面
的
な
発
掘
調
査
が
継
続
的
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
間
昭
和
五
五
年
度
以
降
は
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
す
す
め
ら
れ
、

砲
山
古
墳
及
び
愛
宕
山
古
墳
の
周
堀
に
関
す
る
発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

墳
が
群
集
す
る
全
国
的
に
も
有
数
の
古
墳
群
で
あ
る
。

発
掘
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ー
調
査
に
至
る
経
過

五
九

年
度
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
公
表
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、
鉄
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西
側
を

A
区
と
呼
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

八
月
一
八
日

八
月
六
日

（
第
4
図
参
照
）

査
区
南
部
分
か
ら
も
表
土
除
去
作
業
を
開
始
。

九
月
六
日

い
る
。

八
月
一
日

ムロ‘
ふ

―
一
月
九
日
に
調
査
を
終
了
し
た
。
以
下
日
を
追
っ
て
記
述
す
る
。

脳
も
離
れ
て
い
る
。

昭
和
五
四
年
度
調
査
区

II
調

査

の

経

過

瓦
塚
古
墳
は
公
園
の
中
央
西
部
、
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
の
東
方
に
所
在
す
る
古
墳
で
、

昭
和
五
四
、

五
七
両
年
度
の
二
度
に
わ
た
り
そ

の
周
堀
の
確
認
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
昭
和
五
四
年
度
は
前
方
部
南
側
部
分
を
八
月
一
日
か
ら
―
一
月
ま
で

、
ま
た
、

昭
和
五
四
年
度
の
埼
玉
古
墳
群
の
史
跡
整
備
の
た
め
の
周
堀
範
囲
確
認
調
査
は
瓦
塚
古

墳
前
方
部
南
側
部
分
、
及
び
鉄
砲
山
古
墳
前
方
部
西
側
部
分
の
二
箇
所
に
つ
い
て
実
施
し

た
。
瓦
塚
古
墳
の
調
査
は
鉄
砲
山
古
墳
の
調
査
に
先
行
し
昭
和
五
四
年
八
月
一
日
よ
り
開

調
査
区
の
草
刈
り
を
行
い
、
座
標
北
を
軸
と
し
た
三
脳
方
眼
の
グ
リ

ッ
ド
を
設
定
し
調

査
を
開
始
す
る
。
土
層
観
察
用
の
セ
ク
シ
ョ
ソ
ベ
ル
ト
を
調
査
区
の
ほ
ぽ
中
央
に
南
北
に

残
す
こ
と
と
し
、
そ
の
東
側
面
部
分
を
ト
レ
ソ
チ
と
し
て
掘
り
下
げ
を
開
始
、
同
時
に
調

ト
レ
ソ
チ
内
で
多
数
の
埴
輪
片
が
出
土
。
同
時
に
周
堀
底
と
思
わ
れ
る
部
分
を
現
表
土

下
約
一
脳
で
確
認
。
調
査
区
中
央
の
セ
ク
シ

ョ
ン
ペ
ル
ト
に

よ
り
調
査
区
東
側
を

B
区、

B
区
の
表
土
剥
ぎ
を
終
え
、
全
面
掘
り
下
げ
を
開
始
す
る
。
各
所
で
埴
輪
片
が
出
土
す

る
が
、
中
央
で
や
や
多
い
よ
う
で
あ
る
。
周
堀
の
外
側
立
上
り
を
ト
レ
ソ
チ
内
の
ほ
ぽ
中

央
付
近
で
確
認
。

八
月
二
七
日

前
方
部
コ

ー
ナ
ー
部
と
思
わ
れ
る
部
分
を

B
区
北
西
部
の
セ
ク
シ
ョ
ソ
ベ
ル
ト
付
近
で

検
出
。
墳
丘
東
側
側
面
は
土
採
取
で
崩
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
崩
壊
部
分
か
ら
は
一

0
数

八
月
三
一
日

前
方
部
東
側
コ
ー
ナ
ー
部
分
を
ほ
ぽ
把
握
。
周
堀
内
か
ら
は
埴
輪
片
が
多
数
出
土
し
て

A
区
も
表
土
除
去
、
掘
り
下
げ
を
開
始
す
る
。

A
区
北
の
部
分
で
確
認
し
た
堀
状
の
落
込
み
は
、

か
と
な
り
周
堀
と
判
明
し
た
。
検
出
面
で

の
幅
は
約
六
2
い
で
墳
丘
側
の

立
上
り
肩
部
は

B

区
ま
で
連
続
す
る
根
切
溝
(
S
D
0
0
4
)
に
よ
り
破
損
し
て
い
る
。

A
区
周
堀
外
方
で
ほ

ぽ
直
交
す
る
よ
う
な
溝
(
S
D
o
o
1
、
S
D
o
o
2
)
及
び
同
形
の
土
壊
(
S
H
o
0
2
、
S

H
O
O
3
)
を
検
出
、
掘
り
下
げ
を
開
始
す
る
。

溝

(
S
D
O
O
1
、
S
D
o
o
2
)
は
磨
滅
し
た
埴
輪
片
を
含
み
ロ

ー
ム
粒
を
混
え
る
暗

褐
色
土
を
覆
土
と
し
て
お
り
、
S
D
o
o
2
が
周
堀
を
切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
い
ず
れ
も

し
た
。

B
区
の
堀
と
連
続
す
る
状
況
が
明
ら

（
杉
崎
茂
樹
）

五
七
年
度
に
は
墳
丘
の
西
側
部
分
を
九
月
六
日
よ
り
―
二
月
二
九
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
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A
区
で
は
溝
(
S
D
o
o
1
、
S
D
o
o
2
)
の
覆
土
除
去
を
継
続
中
だ
が
、

S
D
o
o
1
 

の
S
D
o
o
2
と
交
差
す
る
東
側
部
分
は
別
の
溝
(
S
D
O
O
3
)
と
連
結
し
て
い
る
よ
う
で

A
区
で
は
周
堀
の
覆
土
除
去
作
業
を
継
続
。

B
区
で
は
調
査
区
南
で
検
出
し
て
い
た
土

い
ず
れ
も
覆
土
は
灰
色
系
の
粘

A
区
の
南
西
部
分
で
幅
広
の
溝
状
遺
構
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
外
堀
の
可
能
性
が

B
区
で
は
同
堀
内
で
の
埴
輪
片
の
出
土
位
置
を
記
録
す
る
。
前
方
部
コ
ー
ナ
ー
付
近
に

集
中
す
る
状
況
で
あ
る
。

-
0月
二
七
日

A
区
で
は
外
堀
の
可
能
性
の
あ
る
溝
を
ほ
ぽ
発
掘
し
終
え
た
。
こ
の
時
点
で
、
底
面
の

レ
ベ
ル
や
先
に
発
掘
し
た
周
堀
と
の
走
向
方
向
の
一
致
な
ど
か
ら
、
こ
の
溝
状
遺
構
が
古

生
じ
た
。
覆
土
は
周
堀
と
同
様
の
黒
褐
色
土
で
あ
る
。

質
土
で
、
古
墳
と
直
接
関
係
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。

実
測
作
業
も
終
え
調
査
を
終
了
。

―
一
月
一
六
日

実
施
し
、
全
体
の
実
測
作
業
に
取
り
か
か
る
。

-
0
月
二
二
日

あ
る
。

壊
群
(
S
H
O
O
8
以
下
―
一
基
）
を
発
掘
し
写
真
撮
影
。

B
区
で
も
内
堀
底
の
溝

S
D
o
o
8
、
0
0
9
の
二
基
を
発
掘
。
こ
れ
も
表
土
除
去
時
点

で
確
認
し
て
い
た
も
の
で
、
周
堀
埋
没
以
降
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

―
一
月
九
日

A
、
B
両
区
と
も
ほ
ぽ
発
掘
を
終
え
た
。
B
区
東
南
端
の
落
込
み
は
そ
の
位
置
か
ら
す

る
と
外
堀
と
考
え
ら
れ
る
。

B
区
南
部
の
土
城
群
等
の
小
遺
構
を
写
真
撮
影
後
、

る。

周
堀
よ
り
新
し
い
時
期
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
、
土
壊

S
H
o
o
2
は
S
D
o
o
1

A
区
周
堀
の
墳
丘
側
部
分
を
壊
し
て
い
る
溝
を
発
掘
。
表
土
除
去
作
業
時
よ
り
存
在
は

判
明
し
て
お
り
、

九
月
一
九
日

B
区
周
堀
部
分
覆
土
除
去
作
業
を
継
続
。
埴
輪
片
多
数
出
土
。

-
0
月
五
日

あ
る
。

―
一
月
六
日

と
思
わ
れ
る
が
堀
底
面
で
は
浬
水
し
な
い
。

の
ら
し
い
。
相
当
の
深
さ
が
予
想
さ
れ
る
。

特
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。

上
層
は
有
機
質
を
含
む
ロ
ー
ム
を
主
体
と
し
、
ご
く
新
し
い
時
期
の
も

B
区
で
は

A
区
か
ら
連
続
す
る
箱
薬
研
状
の
溝

S
D
O
O
3
を
発
掘
。
内
堀
を
切
っ
て

い
る
状
況
が
明
ら
か
で
あ
る
。
内
堀
内
の
埴
輪
片
の
出
土
位
置
を
記
録
。

-
0
月
三

一
日

A
区
内
堀
内
の
埴
輪
出
土
位
置
を
記
録
し
取
り
上
げ
る
。
確
認
部
分
の
中
央
部
付
近
に

B
区
で
は
内
堀
全
体
を
ほ
ぽ
発
掘
し
終
え
た
。
前
方
部
東
側

コ
ー
ナ
ー
付
近
の
遺
存
状

況
は
比
較
的
良
好
で
あ
り
明
瞭
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
季
節
的
な
関
係
も
あ
る
か

A
区
で
は
内
堀
底
に
達
す
る
溝

S
D
0
0
7
を
発
掘
、
暗
褐
色
土
を
覆
土
の
主
体
と

し

て
お
り
表
土
除
去
時
点
で
検
出
し
て
い
た
も
の
で
内
堀
の
埋
没
以
降
に
掘
ら
れ
た
溝
で
あ

九
月
七
日

に
切
ら
れ
て
い
る
。

墳
の
外
堀
と
み
て
誤
り
な
し
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。

A
、
B
両
区
全
体
の
写
真
撮
影
を
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調
査
区
に
座
標
南
北
を
軸
と
し
た
グ
リ

ソ
ド
を
設
定
。
グ
リ
ッ
ド
は
六
脳
X

六
妍
の
正

方
形
で
あ
る
。

九
月
一
七
日

九
月
一

0
日
か
ら
台
風
の
た
め
作
業
を
中
断
し
て
い
た
が
、
本
日
か
ら
作
業
再
開
す
る
。

と
り
あ
え
ず
内
堀
の
プ
ラ
ソ
を
調
査
区
内
全
面
で
確
認
す
べ
く
、
北
部
か
ら
順
次
南
へ
と

進
め
る
。
調
査
区
中
程
に
墳
丘
主
軸
と
直
交
す
る
土
層
観
察
用
の
ベ
ル
ト
を
残
す
こ
と
に

九
月
七
日

九
月
六
日

り
中
堤
は
や
や
幅
が
広
く
、

七
妍
前
後
は
あ
る
よ
う
だ
。

調
査
終
了
後
は
、
年
明
け
の
一
月
下
旬
鉄
砲
山
古
墳
の
調
査
終
了
後
の
埋
戻
作
業
と
同

時
に
埋
戻
を
行
っ
た
。
遺
構
部
分
の
保
護
を
目
的
と
し
て
ま
ず
砂
を
平
均
約
一
〇
心
レ
砂
で

調
査
区
全
体
に
敷
い
た
後
、
発
掘
排
土
で
埋
戻
し
重
機
で
転
圧
し
旧
状
に
復
し
た
。

昭
和
五
七
年
度
調
査
区

昭
和
五
七
年
度
は
、
墳
丘
西
側
、
前
方
部
か
ら
後
円
部
に
か
け
て
の
側
面
周
堀
部
分
を

調
査
対
象
と
し
た
。
昭
和
五
四
年
度
の
前
方
部
南
側
の
調
査
で
は
、

質
的
な
調
査
を
終
了
し
た
。

周
堀
が
二
重
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
た
の
で
、
今
回
の
調
査
は
そ
の
平
面
形
態
が
長
方
形
と
な
る
の
か
、

重
機
を
使
用
し
表
土
を
除
去
し
、
九
月
六
日
か
ら
調
査
を
開
始
、
十
二
月
二
三
日
に
実

前
日
ま
で
に
、
調
査
区
の
表
土
除
去
を
終
了
し
て
お
り
、
午
前
中
に
器
材
等
運
搬
し
、

遺
構
の
確
認
作
業
を
開
始
す
る
。
調
査
区
の
北
部
、
調
査
区
全
体
の
約
％
程
度
の
範
囲
を

終
了
し
、
内
堀
の
中
堤
の
立
上
り
ラ
イ
ソ
を
明
確
に
確
認
、
後
円
部
墳
裾
付
近
は
孤
を
描

く
よ
う
に
ロ
ー
ム
ブ
ロ

ッ
ク
が
検
出
さ
れ
た
が
、
墳
裾
と
な
る
の
か
確
信
が
持
て
な
い
。

埴
輪
片
の
他
、
須
恵
器
片
も
出
土
す
る
。

ま
た
、
こ
の
日
、

九
月
二
八
日

本
日
ま
で
に
内
堀
の
中
堤
側
の
立
上
り
ラ
イ
ソ
を
調
査
区
内
全
て
で
確
認
し
た
。

ほ
ぽ
直
線
的
な
状
況
に
あ
り
、
検
出
面
で
の
覆
土
は
暗
褐
色
で
こ
れ
を
見
る
限
り
で
は

後
世
の
攪
乱
と
思
わ
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
公
園
と
な
る
以
前
は
畑
地

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
地
区
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
中
堤
部
分
か
ら
は
埴
輪
の
出
土
量
も
少
な
く
、
樹
立
さ
れ
た
痕
跡

九
月
二
九
日

外
堀
の
南
部
は
攪
乱
が
及
ん
で
お
り
遺
存
状
況
が
心
配
さ
れ
る
。
調
査
区
中
央
か
ら
や

や
南
西
の
中
堤
上
、
外
堀
へ
の
肩
部
付
近
と
考
え
ら
れ
る
付
近
か
ら
、
列
を
成
し
て
埴
輪

片
が
出
土
し
て
き
た
。
形
象
埴
輪
が
主
体
を
占
め
る
よ
う
で
、
家
形
埴
輪
や
人
物
埴
輪
が

確
認
で
き
る
。

九
月
三

0
日

外
堀
及
び
、
中
堤
の
検
出
作
業
を
継
続
。
前
方
部
調
査
区
の
調
査
成
果
か
ら
の
予
想
よ

-
0
月
一
日

外
堀
、
中
堤
の
検
出
作
業
を
継
続
。

外
堀
の
外
方
で
蠅
文
土
器
（
加
曽
利

E
式
）
の
胴
下
半
部
分
を
発
見
。
住
居
跡
に
伴
う

埋
甕
炉
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
プ
ラ
ソ
の
確
認
が
で
ぎ
な
い
。

外
堀
及
び
中
堤
部
分
の
確
認
作
業
を
南
部
分
か
ら
開
始
。

は
認
め
ら
れ
な
い
。

盾
形
と
な
る
の
か
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ほ
ど
深
耕
が
行
な
わ
れ
な
か

コ
ソ
ク
リ
ー
ト
製
の
遺
跡
原
点
を
調
査
区
外
の
三
箇
所
に
埋
設
。

し
た
。
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ン
で
あ
る
が
良
好
な
遺
物
の
出
土
は
な
い

。

れ
る
立
上
り
を
確
認
。
中
堤
側
よ
り
立
上
り
の
角
度
は
緩
や
か
で
あ
る
。

か
ら
は
約
五

0
代
店
の
深
さ
で
、

立
上
り
は
や
や
急
で
あ
る
。

-
0
月
五
日

外
堀
の
立
上
り
部
分
は
調
査
区
の
北
部
域
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
検
出
面
で
の
幅
は
約

-
0
月
七
日

調
査
区
北
壁
の
試
掘
ト
レ
ソ
チ
内
で
、
内
堀
底
を
検
出
。
遺
構
検
出
面
の
ロ
ー
ム
上
面

-
0月
―
二
日

調
査
区
北
壁
の
試
掘
ト
レ
ソ
チ
内
で
外
堀
部
分
を
実
施
。
外
堀
は
全
体
で
は
平
担
だ
が

中
央
で
は
や
や
深
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
立
上
り
は
内
堀
同
様
や
や
急
で
あ
る
。

午
後
か
ら
内
堀
部
分
を
調
査
区
上
部
か
ら
発
掘
開
始
。
後
円
部
墳
裾
に
連
な
る
と
思
わ

-
0
月
ニ
―
日

途
中
降
雨
で
発
掘
を
中
断
し
て
い
た
が
本
日
か
ら
再
開
。
冠
水
の
た
め
内
堀
の
調
査
区

中
央
か
ら
や
や
南
寄
り
の
部
分
を
発
掘
。
＜
び
れ
部
西
側
部
分
で
、
造
り
出
し
の
一
部
と

思
わ
れ
る
ロ
ー
ム
土
を
検
出
。
前
方
部
側
が
や
や
張
り
出
し
た
隅
丸
の
方
形
の
平
面
プ
ラ

―
一
月
四
日

内
堀
の
調
査
区
南
部
域
を
発
掘
。
前
方
部
の

立
上
り
を
検
出
し
た
が
、
立
上
り
は
急
で

あ
る
。
根
切
溝
に
よ
り
一
部
破
損
し
て
い
る
。
内
堀
底
は
全
体
に
平
坦
で
南
部
ほ
ど
前
方

部
南
側
調
査
区
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
深
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
方

部
南
側
の
調
査
の
時
と
同
様
、
堀
底
で
浬
水
は
な
く
、
発
掘
作
業
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
堀
覆
土
内
の
下
部
か
ら
鉄
器
片
が
出
土
。
刀
子
等
の
茎
部
分

調
査
区
の
北
壁
沿
い
の
部
分
を
ト
レ
ソ
チ
状
に
試
掘
を
開
始
。

七
脳
前
後
と
な
る
よ
う
だ
。
ま
た
外
堀
覆
土
は
内
堀
同
様
暗
褐
色
で
あ
る
。

0
0
1
)
に
よ
り
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

外
堀
の
ブ
リ

ッ
ジ
の
形
状
を
確
認
。
基
底
部
の
幅
は
約
二
妍
で
、

中
央
部
は
溝

(
S
D

調
査
区
の
南
部
分
か
ら
外
堀
の
発
掘
を
開
始
す
る
。
外
堀
の
略
中
央
部
を
覆
土
を
切

っ

て
溝
が
走

っ
て
い
る
の
が
分
か
る

(
S
D
o
o
1
)
。
溝
の
覆
土
は
明
褐
色
で
検
出
面
で
は

幅
は
二
2JVI
以
上
あ
る
。
外
堀
南
部
は
攪
乱
が
ほ
と
ん
ど
堀
底
ま
で
及
ん
で
い
る
。

―
一
月
一
九
日

外
堀
の
発
掘
を
継
続
。
調
査
区
中
央
か
ら
や
や
南
の
外
堀
内
で
頭
部
、
腕
、

―
一
月
二

0
日

わ
れ
る
破
片
を
確
認
。

足
を
欠
く

昨
日
出
土
し
た
男
子
人
物
埴
輪
の
出
土
状
況
を
写
真
撮
影
。
周
辺
か
ら
家
形
埴
輪
と
思

調
査
区
中
央
付
近
の
外
堀
部
分
に
、
中
堤
と
連
結
す
る
プ
リ

ッ
ジ
状
の
ロ
ー
ム
部
分
が

あ
る
の
を
確
認
し
た
。
中
央
は
南
部
か
ら
外
堀
中
央
に
確
認
さ
れ
て
い
た
近
し
い
時
期
の

溝

(
S
D
O
O
1
)
に
よ
り
切
断
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
講
は
覆
土
か
ら
わ
ず
か
で
は
あ

る
が
中
世
の
も
の
と
思
わ
れ
る
陶
器
片
が
出
土
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
時
期
の
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
堀
が
ほ
ぽ
埋
ま
り
き

っ
て
か
ら
開
削
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

―
一
月
二
四
日

男
子
人
物
埴
輪
付
近
の
破
片
の
出
土
位
置
の
記
録
作
業
を
終
了
。

―
一
月
二
五
日

男
子
人
物
埴
輪
周
辺
の
発
掘
を
進
め
る
。
男
子
人
物
埴
輪
の
出
土
し
た
中
堤
側
に
近
接

し
て
家
形
と
思
わ
れ
る
形
象
埴
輪
片
が
一
括
し
て
出
土
。
ま
た
男
子
人
物
埴
輪
の
三
脳
ほ

男
子
人
物
埴
輪
が
横
倒
し
の
状
態
で
出
土
。

―
一
月
一
六
日

か
と
思
わ
れ
る
。
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ど
北
東
の
外
堀
内
で
新
た
に
人
物
埴
輪
の
も
の
と
思
わ
れ
る
円
筒
状
の
台
部
が
出
土
し
た
。

外
堀
内
出
土
の
埴
輪
の
発
掘
を
継
続
。

昨
日
出
土
し
た
人
物
埴
輪
の
円
筒
台
部
付
近
か
ら
、
こ
れ
と
接
合
す
る
胴
部
及
び
頭
部

が
出
土
し
、
島
田
謡
を
結
う
女
子
人
物
埴
輪
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
ま
た
、
こ
れ
も
昨
日

出
土
し
た
家
形
埴
輪
で
あ
る
が
、
こ
の
破
片
に
混
じ
り
、
人
物
埴
輪
の
腕
が
出
土
し
て

お

り
、
こ
の
家
形
に
近
接
し
て
人
物
埴
輪
が
樹
立
さ
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
外
堀
中
か
ら
出
土
す
る
埴
輪
は
中
堤
寄
り
に
集
中
し
、
し

か
も
、
上
方
か
ら

の
転
落
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
中
堤
外
堀
寄
り

の
部
分
に
列
を
形
成
し
て
樹
立
さ

―
二
月
二
日

外
堀
内
の
遺
物
出
土
状
況
を
写
真
撮
影
。
ま
た
、
外
堀
の
北
部
域
の
発
掘
を
進
め
る
。

や
は
り
、
こ
の
部
分
の
中
央
に
、
中
世
の
溝
が
延
び
て
お
り
、
外
堀
底
を
破
壊
し
て
い
る

模
様
で
あ
る
。

―
二
月
四
日

外
堀
出
土
の
埴
輪
片
の
出
土
位
置
を
記
録
し
、
写
真
撮
影
す
る
作
業
を
行
う
。

外
堀
中
央
を
走
る
溝
S
D
O
O
ー
の
一
部
発
掘
を
開
始
。

―
二
月
六
日

外
堀
中
央
の
溝

S
D
O
O
ー
は
断
面
が
箱
薬
研
状
を
呈
し
て
お
り
、
最
下
層
に
は
黒
色

土
が
堆
積
、
そ
の
上
に
粘
土
層
が
あ
る
。

外
堀
中
堤
寄
り
の
地
輪
の
出
土
位
置
記
録
及
び
取
り
上
げ
作
業
を
継
続
す
る
。

―
二
月
八
日

外
堀
中
央
の
溝

S
D
O
O
ー
の
ほ
ぽ
半
分
を
発
掘
。
遺
物
の
多
い
部
分
の
外
堀
覆
土
を

れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
状
況
で
あ
る
。

―
一
月
二
六
日

―
二
月
一
四
日

外
堀
内
出
土
遺
物
の
記
録
作
業
を
継
続
。

―
二
月

一
七
日

女
子
人
物
埴
輪
、
円
柱
家
形
埴
輪
の
出
土
状
況
を
写
真
撮
影
、
出
土
状
況
図
等
を
作
成

し
、
遺
物
の
取
上
作
業
を
全
て
終
了
す
る
。

―
二
月
一
八
日

航
空
写
真
撮
影
後
、
地
上
か
ら

の
全
体
写
真
も
撮
影
し
、
直
ち
に
遺
構
の
実
測
作
業
に

―
二
月
二
三
日

遺
構
実
測
作
業
を
終
了
し、

実
質
的
な
発
掘
調
査
を
全
て
終
了
し
た
。

微
化
石
分
析
用
の
土
壌
サ
ソ
プ
ル
採
取
。
調
査
用
器
材
等
撤
収
。

以
上
、
調
査
終
了
後
は
埋
戻
し
作
業
を
―
二
月
二
四
日
か
ら
本
格
的
に
開
始
し
た
。
ま

ず
、
遺
構
全
面
に
砂
を
平
均
約
五
代
店

で
敷
き
、
そ
の
後
に
排
土
を
、
重
機
を
利
用
し
て

埋
戻
し
を
行
な

っ
た
が
、
埋
戻
し
を
終
了
し
た
の
は
、
年
も
押
し
つ

ま
っ
た
―
二
月
二
九

日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

取
り
か
か
っ
た
。

調
査
区
中
央
の
土
層
観
察
用
ベ
ル
ト
の
セ
ク
シ

ョ
ソ
図
を
作
成
す
る
。

潰
れ
て
は
い
る
も

の
の
、

ま
と
ま
っ
た
状
態
で
出
土
し
て
き
た
。

―
二
月
一
三
日

外
堀
の
溝

S
D
O
O
ー
の
発
掘
も
終
わ
り
、
調
査
区
全
体
に
つ
い
て
も
ほ
ぽ
、
遺
構
面

を
発
掘
し
終
え
た
。

外
堀
内
の
遺
物
は
意
外
に
出
土
量
が
多
く
、
依
然
継
続
中
で
あ
り
、
新
た
に
、
女
子
人

物
埴
輪
の
西
側
約
一

脳
付
近
か
ら
円
柱
状
の
柱
を
有
す
る
家
形
と
思
わ
れ
る
形
象
埴
輪
が
、

掘
り
込
ん
で
い
る
た
め
か
、
埴
輪
の
出
土
も
多
い
。

（
杉
崎

茂
樹
）

-6-



古
墳
群
は
こ
う

い
っ
た
埋
没
洪
稜
台
地
上
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ
る
。

埼
玉
県
の
地
形
を
概
観
す
る
と
、

あ
た
り
、

西
半
分
を
占
め
る
秩
父
山
地
か
ら
、
松
久
、
比
企
、

岩
殿
、
高
麗
、
加
治
、
狭
山
の

丘
陵
が
連
な
り
、
本
庄
、
櫛
挽
、
江
南
、
東
松
山、

沈
降
現
象
が
認
め
ら
れ
る
地
域
で
あ
り
、

お
ら
ず
、
内
部
主
体
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。

で
あ
る
。

さ
き
た
ま

瓦
塚
古
墳
は
、
埼
玉
県
行
田
市
埼
玉
に
所
在
す
る
埼
玉
古
墳
群
に
属
す
る
前
方
後
円
墳

「
瓦
塚
」

の
名
称
は
、
明
治
四

0
年
刊
行
の
「
北
武
八
志
第
四
巻
墳
墓
志
上
」

に
記
さ
れ
、
明
治
時
代
の
初
期
に
、
付
近
に
瓦
エ
が
住
ん

で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言

う
。
古
墳
の
規
模
は
、

摺
、

前
方
部
幅
三
八

•

O
燐

、

同
高
さ
五

·

O
二
い
い
を
測
り、

埼
玉
古
墳
群
の
現
存
す
る

八
基
の
前
方
後
円
墳
の
中
で
は
、
中
の
山
古
墳
に
次
ぐ
も

の
で
、
六
位
の
主
軸
長
で
あ
る
。

主
軸
方
向
角
は
、
座
標
北
ー
四
八

・
O
度
ー
東
で
あ
る
。
墳
丘
内
部
の
調
査
は
行
わ
れ
て

IIl 
遺
跡
の
立
地
と
環
境

主
軸
長
七
一

.

0
妍

、

後
円
部
径
三
三

•

五
妍
、
同
高
さ
五

・

ニ
入
間
、

武
蔵
野
台
地
と
呼
ば
れ
る
複
合
扇
状
地
性
の
台
地
へ
と
続
く
、
県
の
北
部
を
画
す
る
利
根

川
の
右
岸
に
は
妻
沼
、
加
須
、
中
川
低
地
が
発
達
し
、
現
荒
川
流
域
に
は
荒
川
低
地
が
発

達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
低
地
の
中
に
大
宮
台
地
が
存
在
す
る
。
行
田
市
周
辺
地
域
は
、

秩
父
山
地
に
源
を
発
す
る
荒
川
が
、
南
東
方
向
に
流
れ
を
変
え
る
荒
川
扇
状
地
の
東
方
に

ま
た
古
利
根
川
が
南
東
方
向
に
流
れ
る
地
域
で
も
あ
る
。
両
河
川
の
乱
流
に
よ

っ
て
洪
積
台
地
は
侵
蝕
、
分
断
さ
れ
、
北
西
か
ら
南
東
へ
延
び
る
細
長
い
台
地
と
、
幾
条

も
の
自
然
堤
防
を
残
し
た
。
ま
た
こ

の
地
域
は
、
関
東
造
盆
地
運
動
と
呼
ば
れ
る
地
盤
の

さ
ら
に
利
根
川、

荒
川
な
ど
の
河
川

の
氾
濫
に

よ
る
堆
稼
土
に
覆
わ
れ
、
洪
放
台
地
は
埋
没
し
、
自
然
堤
防
的
な
微
高
地
状
の
地
形
を
呈

す
る
。
従
っ
て
見
か
け
だ
け
で
は
洪
稼
台
地
と
自
然
堤
防
の
区
別
は
つ
け
に
く
い
。
埼
玉

現
在
埼
玉
古
墳
群
と
し
て
、
稲
荷
山
古
墳
な
ど
八
基
の
前
方
後
円
墳
と、

円
墳
と
す
る

と
日
本
最
大
と
言
わ
れ
る
丸
墓
山
古
墳
の
計
九
基
が
、
国
の
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
が
、

古
墳
群
と
し
て
は
、
消
滅
し
た
も
の
を
含
め
る
と
、

四
三
年
に
、

さ
ら
に
広
い
範
囲
で
考
え
る
こ
と
が

で
ぎ
る
。
稲
荷
山
古
墳
、
丸
墓
山
古
墳
の
北
側
を
現
在
旧
忍
川
が
流
れ
て

い
る
が
、
昭
和

さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
整
備
に
先
立
ち
空
中
写
真
測
量
が
行
わ
れ
、
そ
の
際

撮
影
し
た
航
空
写
真
に
稲
荷
山
古
墳
の
周
堀
の
影
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
旧
忍
川
に
よ
り

開
析
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
旧
忍
川
は
、
掘
削
さ
れ
た
も

の
か
、
自
然
に
流
路

が
変
っ
た
の
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
古
墳
築
造
以
後
に
流
路
が
現
在
の
位
置
に
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
旧
忍
川
を
挟
ん
だ
対
岸
は
埼
玉
古
墳
群
の
糠
高
と
あ
ま
り
差
は
な
く
、

同
一
の
埋
没
洪
積
台
地
を
切
断
す
る
よ
う
な
形
で
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
人
為
的
な
開
削

の
可
能
性
も
あ
る
。
旧
忍
川
の
北
の
白
山
古
墳
と
稲
荷
山
古
墳
の
間
に
は
、
す
で
に
消
滅

し
た
も
の
が
多
い
が
、
神
明
山
古
墳
な
ど
の
円
墳
―
―
基
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
稲

荷
山
古
墳
の
東
側
及
び
稲
荷
山
古
墳
、
将
軍
山
古
墳
、
二
子
山
古
墳
、
丸
墓
山
古
墳
に
囲

ま
れ
た
地
域
に
は
麿
梅
塚
、
ボ

ッ
チ
山
、
天
王
山、

天
祥
寺
裏
、
山
宮
古
墳
等
の
円
墳
一

一
基
が
あ
る
。
中
の
山
古
墳
の
北
東
域
に
は
前
玉
神
社
な
ど
の
円
墳
や
、
す
で
に
煙
滅
し

た
が
、
地
籍
図
の
地
割
か
ら
前
方
後
円
墳
と
思
わ
れ
る
戸
場
口
山
古
墳
が
あ
る
。
奥
の
山

う

し

古
墳
の
西
方
に
は
、
前
方
後
円
墳
と
思
わ
れ
る
大
人
塚
古
墳
と
、
昭
和
―
二
年
の
分
布
調

査
で
小
円
墳
一
八
基
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
古
墳
は
同
一
の
埋
没
洪
積
台
地
上

に
構
築
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
復
原
さ
れ
る
埼
玉
古
墳
群
は
一

0
基

（推
定
も
含
む
）
の
前
方
後
円
墳
と
、
大
小
の
円
墳
、
合
計
四
五
基
か
ら
な
る
。

埼
玉
古
墳
群
の
主
体
を
な
す
八
基
の
前
方
後
円
墳
は
、

態
、
規
模
に
よ
り
、

お
お
む
ね
前
方
部
を
南
西
方
向

に
向
け
る
と
い
う
共
通
性
を
も
つ
が
、
細
か
く
検
討
す
る
と
、
主
軸
の
方
位
、
墳
丘
の
形

（註
1
)

い
く
つ
か
の
群
に
分
か
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今
ま
で

の
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調
査
結
果
を
総
合
す
る
と
、
長
方
形
二
重
の
周
堀
を
持
つ
前
方
後
円
墳
は
、
稲
荷
山
、
ニ

子
山、

鉄
砲
山
、
瓦
塚
、
愛
宕
山
で
あ
る
。
盾
形
周
堀
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
前
方
後
円
墳

は
将
軍
山
、
中
の
山
、
奥
の
山
古
墳
で
あ
り
、
盾
形
周
堀
は
み
な
従
来
一

重
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て

い
た
が
、
昭
和
五
九
年
に
行
わ
れ
た
将
軍
山
古
墳
の
範
囲
確
認
調
査
で
、外
堀
と

（註
2
)

思
わ
れ
る
落
ち
込
み
が
一
部
分
で
は
あ
る
が
検
出
さ
れ
二
重
の
堀
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

埼
玉
古
墳
群
内
で
内
部
主
体
が
知
ら
れ
副
葬
品
が
判
明
し
て
い
る
の
は
、
稲
荷
山
と
将

軍
山
古
墳
だ
け
で
あ
る
。
稲
荷
山
古
墳
は
昭
和
四
三
年
に
発
掘
さ
れ
、
辛
刻
年
銘
の
象
嵌

さ
れ
た
鉄
剣
の
ほ
か
、
環
状
乳
画
文
帯
神
獣
鏡
、
勾
玉
、
帯
金
具
、
馬
具
、
武
器
、
武
具、

工
具
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
遅
く
と
も
五
世
紀
末
頃
に
は
築
造
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら

れ
、
当
古
墳
群
中
で
は
最
古
の
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
山
は
明
治
時
代
に
横

穴
式
石
室
が
開
口
し
、

甲
冑
、
銅
銃
、
金
銅
装
馬
具
、
蛇
行
状
鉄
器
、
三
輪
玉
、
須
恵
器
、

鉄
鏃
片
等
が
出
土
し
て
い
て
、

六
世
紀
末
頃
の
築
造
と
考
え
ら
れ
、
当
古
墳
群
中
で

は
、

新
し
い

時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
の
古
墳
は
、
周
堀
の
部
分
的
な
調
査
の
結
果
で
は

（註
3
)

あ
る
が
、
出
土
し
た
埴
輪
、
須
恵
器
、
土
師
器
な
ど
か
ら
、
愛
宕
山
古
墳
は
六
世
紀
前
半
、

（註

4
)

鉄
砲
山
古
墳
は
六
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
埼
玉
古
墳
群
の
中
枢
を

な
す
前
方
後
円
墳
は
、
六
世
紀
代
を
中
心
と
し
た
短
い
期
間
に
次
々
と
築
造
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
長
方
形
周
堀
と
盾
形
周
堀
の

二
系
統
が
あ
り
、
大
規
模
、
中
規
模
の
前
方

後
円
墳
と
大
型
円
墳
が
南
北
九

0
0摺
、
東
西
六

0
0
ぃい

の
範
囲
に
密
集
し
て
築
造
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
他
地
域
に
み
ら
れ
な
い
埼
玉
古
墳
群
の
特
徴
で
あ
る
。

周
辺
の
遺
跡

埼
玉
古
墳
群
の
周
辺
で
発
掘
調
査
さ
れ
た
先
土
器
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
少
な
い
が
、

確
認
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、

長
野
中
学
校
々
庭
遺
跡
な
ど
、
長
野
、
佐
間
、
渡
柳
、
利
田
、

杉
原
、
斉
条
等
の
ロ
ー
ム
基
盤
上
に
あ
る
。
弥
生
時
代
の
遺
跡
で
は
、
熊
谷
市
池
上
遺
跡

（註
5
)

か
ら
行
田
市
小
敷
田
遺
跡
に
か
け
て
中
期
（
須
和
田
期
）
の
集
落
跡
と
、
関
東
地
方
最
古

（註
5
②
)

と
考
え
ら
れ
る
方
形
周
溝
墓
が
確
認
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
荒
川
扇
状
地

の
扇
端
部
東
方
に
位
置
し
て
お
り
、
小
河
川
の
氾
濫
原
を
利
用
し
た
初
期
稲
作
農
耕
を
基

盤
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
池
上
遺
跡
（
五
領
）
、

鴻
池
遺
跡
、
武
良
内
遺
跡
（
五
領
、
和
泉
）
、
高
畑
遺
跡
（
五
領
、
和
泉
、
鬼
高
）

、
小

敷
田
遺
跡
、
池
守
遺
跡
、
白
鳥
田
遺
跡
（
五
領
、
鬼
高
）

小
針
北
遺
跡
（
和
泉
）
長
野
中

学
校
々
内
遺
跡
、
渡
柳
陣
場
遺
跡
、
吹
上
町
袋
・
台
遺
跡
、
小
針
遺
跡
（
鬼
高
）
な
ど
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
埋
設
洪
稼
台
地
や
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
が
、
特
に
鬼
高
期

頃
か
ら
広
範
囲
、
長
期
間
に
わ
た
る
集
落
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
様
相
は
埼
玉
古
墳
群
造
営
の
生
産
的
基
盤
の
成
立
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
古
墳
群
の
東
方
約
一
キ
ロ
妍
に
は
、若
王
子
古
墳
を
主
墳
と
し
、
円
墳
一

0
基
よ
り

な
る
若
王
子
古
墳
群
が
あ
る
。
若
王
子
古
墳
は
現
存
し
な
い
が
全
長
九
五
妍
の
前
方
後
円

る
と
い
わ
れ
、

墳
で
、
幅
ニ

・
七
2
加
の
横
穴
式
石
室
内
に
石
棺
が
あ
り
、
甲
胄
、
刀
剣
類
、
馬
具
、
須
恵

（註

6
)

（註
7
)

k, 

器
な
ど
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
須
恵
器
は
陶
邑
編
年
の

0
に
相
当
す

T

2

 

ま
た
、
前
玉
神
社
に
残
さ
れ
た
側
壁
や
天
井
石
の
石
材
の
使
用
法
、
加
工

法
が
、
若
小
玉
古
墳
群
中
の

八
幡
山
古
墳
（
出
土
遺
物
の
年
代
の
上
限
が

7
世
紀
初
頭
前

後
と
思
わ
れ
る
）
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
西
暦
六

0
0年
前
後
に
は
、
若
王
子
古
墳
が
築
造

（註

8
)

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
宕
通
遺
跡
は
若
王
子
古
墳
群
中
の
遺
跡
で
、
円
墳
跡
三

基
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
最
も
古
い
も
の

は
磨
梅
塚
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
若
王
子
古
墳
群
は
六
世
紀
初
頭
か
ら
七
世
紀
初
頭
頃
ま
で
築
造
さ
れ
た
も
の
と

（註
9
)

さ
れ
て
い
る
。

若
子
玉
古
墳
群
は

、埼
玉
古
墳
群
の
北
方
約
ニ
キ
ロ
以
JVI

に
あ
り
、
現
在
八
幡
山
古
墳
と
地

蔵
塚
古
墳
の
二
基
を
残
す

の
み
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
全
長
七
ニ

・五以加
の
愛
宕
山
塚
古
墳

- 8 -





が
築
造
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。

（註
10)

な
ど
の
前
方
後
円
墳
三
基
と
円
墳
数
基
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
塚
古
墳
は
一
辺

ニ
八
賭
の
方
墳
で
横
穴
式
石
室
に
は
線
刻
壁
画
が
あ
る
。
八
幡
山
古
墳
は
、
直
径
七
四
妍

の
大
型
円
墳
で
、
長
さ
一
六
・
七
い
い
を
測
る
三
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
を
持
つ

。
銅
銃
、

乾
漆
棺
片
、
方
頭
柄
頭
、
金
銅
装
鞘
尻
、
銀
装
弓
弾
金
物
、
須
恵
器
等
が
出
土
し
て
お
り
、

七
世
紀
後
半
に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
出
土
遺
物
に
は
や
や
年
代
の
幡
が
あ
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
、

ま
た
乾
漆
棺
片
、
方
頭
柄
頭
、
金
銅
装
鞘
尻
は
中
室
か
ら
の
出
土
で
あ
る
こ
と

を
考
え
合
せ
る
と
、
築
造
の
年
代
は
や
や
古
く
考
え
ら
れ
る
。

小
見
古
墳
群
は
埼
玉
古
墳
群
の
北
方
三
・
五
キ
ロ
妍
に
あ
り
、
小
見
真
観
寺
古
墳
、
虚

空
蔵
山
古
墳
の
二
基
の
前
方
後
円
墳
と
円
墳
二
基
が
現
存
す
る
。
小
見
真
観
寺
古
墳
は
全

長
―
―
二
燐
を
測
り
、
後
円
部
と
鞍
部
に
緑
泥
片
岩
の
板
石
で
構
築
さ
れ
た
二
つ
の
横
穴

式
石
室
が
あ
り
、
鞍
部
石
室
か
ら
銅
銃
、
甲
胄
、
装
飾
大
刀
、
鉄
鏃
な
ど
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
真
観
寺
古
墳
は
従
来
七
世
紀
後
半
代
と
さ
れ
て
き
た
が
、
出
土
遺
物
と、

は
、
全
長
四
〇
＼
五
〇
討
程
の
前
方
後
円
墳
で
埴
輪
片
が
出
土
し
て
い
る
。

そ
れ
が

鞍
部
石
室
か
ら

の
出
土
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
築
造
年
代
を
引
き
上
げ
て
考
え
る

（註
11)

べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
埴
輪
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
。
虚
空
蔵
山
古
墳

真
名
板
古
墳
群
は
、
真
名
板
高
山
古
墳
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
周
辺
に
数
基
の

円
墳
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

真
名
板
高
山
古
墳
は
墳
丘
が
か
な
り
削
平
さ
れ
て
い
る

が
、
全
長
九
〇
以
い
を
測
り
、
埴
輪
が
確
詔
さ
れ
て
い
る
。

以
上
は
埼
玉
古
墳
群
に
近
接
す
る
、
前
方
後
円
墳
を
含
む
古
墳
群

の
概
要
で

あ
る
。
時

期
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
埼
玉
古
墳
群
中
の
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
終
る

七
世
紀
初
頭
前
後
に
は
、
近
接
し
た
地
域
に
若
王
子
古
墳
、
小
見
真
観
寺
古
墳
な
ど
の
大

型
前
方
後
円
墳
が
築
造
さ
れ
、
大
型
円
墳
の
八
幡
山
古
墳
や
、
方
墳
の
地
蔵
塚
古
墳
な
ど

註
9

註
10

註
11

註
6

註

7
註
8

註
3

註
4

註
5

註
1

註
2

三
基
を
有
す
る
円
墳
で
六
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

昭
和
六
〇

（
田
中
正
夫
）

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
古
墳
群
の
周
辺
の
古
墳
群
を
列
挙
す
る
と
、
利
根
川
に
近
い
酒
巻
、

斉
条
、
新
郷
、
羽
生
の
各
古
墳
群
や
、
埼
玉
古
墳
群
に
近
接
す
る
佐
間
古
墳
群
が
あ
る
。

酒
巻
古
墳
群
に
は
円
墳
数
甚
の
他
、
全
長
四
九
cX
い
の
前
方
後
円
墳
、
酒
巻
一
号
墳
が
あ
る
。

横
穴
式
石
室
か
ら
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、
墳
丘
に
は
埴
輪
列
が
巡
る
。
当
地
域
に
お

け
る
埴
輪
の
終
末
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
斉
条
古
墳
群
の
と
や
ま
古
墳
は
、
全
長

六
九
2
い
の
前
方
後
円
墳
で
、
六
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る
。
新
郷
古
墳
群
の
大
稲
荷
一
号

墳
は
円
墳
で
、
六
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る
。
羽
生
古
墳
群
に
は
全
長
六
三
摺
の
前
方
後

円
墳
、
昆
沙
門
山
古
墳
が
あ
る
。
佐
間
古
墳
群
の
大
日
塚
古
墳
は
、
箱
式
石
棺
と
粘
土
椰

『
資
料
館
報
地

『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』

埼
玉
県
教
育
委
員
会

昭
和
五
五
年

「
将
軍
山
古
墳
及
び
二
子
山
古
墳
周
堀
範
囲
確
認
調
査
及
び
整
理
概
要
報
告
」

16
』

昭
和
六
一
年

『
愛
宕
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委

員

会

昭

和

六

0
年

『
鉄
砲
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六

0
年

①
『
池
守
・
池
上
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
九
年

②
「
小
敷
田
遺
跡
」

埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
昭
和
六

0
年

高
木
豊
三
郎
『
史
蹟
埼
玉
』
昭
和
―
一
年

田
辺
昭
三

「
須
恵
器
生
産
の
展
開
」
『
須
恵
器
大
成
』
角
川
書

店

昭

和
五
六
年

小
川
良
祐
、
田
中
正
夫
「
各
地
域
に
お
け
る
最
後
の
前
方
後
円
墳
ー
埼
玉
古
墳
群
周
辺
地
域

|
」
『
古
代
学
研
究
第
一
〇
六
号
』
昭
和
五
九
年

『
愛
宕
通
遺
跡
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
昭
和
六

0
年

『
八
幡
山
古
墳
石
室
復
原
報
告
書
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年

『
第
六
回
三
県
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
埴
輪
の
変
遷
』
北
武
蔵
古
代
文
化
研
究
会
、
他

年

『
年
報
五
』
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下
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
調
査
で
は
、
後
円
部
及
び
前
方
部
の
墳
丘
基
部
の
一
部
を

昭
和
五
七
年
度
に
は
、

た
周
堀
が
二
重
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

て
い
る
。

瓦
塚
古
墳
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
主
体
部
は
勿
論
、

っ
た
。
古
墳
の
東
側
面
は
古
く
土
採
取
に
よ
り
失
わ
れ
て
お
り
、
小
さ
な
崖
面
を
形
成
し

昭
和
五
四
年
度
は
こ
の
墳
丘
東
側
面
前
方
部
の
コ
ー
ナ
ー
の
位
置
、
及
び
周
堀
の
形
態

等
を
確
認
す
る
た
め
、
墳
丘
と
そ
の
南
方
の
屈
巣
用
水
際
の
道
路
と
の
間
の
部
分
、
約
五

二

0
平
方
脳
を
対
象
と
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た。

調
査
区
の
棚
高
は
約
一
八

•

五
脳
で
、
史
跡
公
園
と
し
て
買
収
さ
れ
県
有
地
と
な
る
以

前
は
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
地
区
で
あ
り
、
調
査
前
は
草
地
と
な
っ
て
い
た
。

調
査
の
結
果
、
前
方
部
の
位
置
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ほ
か
、
当
初
一
重
と
予
想
し
て
い

こ
れ
を
受
け
、

墳
丘
西
側
面
部
東
西
に
走
る
市
道
と
、
移
築
民

家
北
の
散
策
道
間
の
地
区
約
一
三

0
0平
方
妍
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
地
区

も
県
有
地
化
以
前
は
畑
地

（
一
部
陸
田
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
調
査
前
は
芝
地
と

な
っ
て
お
り
、
標
高
は
約
一
八
屈
で
あ
っ
た
。
調
査
の
結
果
は
、
直
線
的
に
延
び
る
内
、

外
堀
の
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
形
態
が

長
方
形
か
盾
形
と
な
る
か
の
判
断
は

確
認
し
た
他
、
く
び
れ
部
に
所
在
す
る
隅
丸
長
方
形
の
造
り
出
し
や
、
中
堤
と
外
方
を
結

ぶ
プ

リ
ソ
ジ
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
外
堀
中
か
ら
多
量
の
埴
輪
が
出
土
し
、
中
堤
外

堀
側
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
埴
輪
群
の
様
相
が
一
部
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
新
た

遺

構

IV
調

査

の

成

果

周
堀
の
形
態
も
明
ら
か
で
は
な
か

出
面
）
で
幅
約
五
、
五
妍
で
深
さ
は
約
七

0
代
后
で
あ
る
。

中
堤
外
側
コ
ー
ナ
ー
は
推
定
で
ぎ
る
。

か
に
傾
斜
し
て
い
た
。

B
区
で

昭
和
五
四
年
度
の
調
査
区
は
、
前
方
部
の
東
南
コ
ー
ナ

ー
部
及
び
周
堀
を
確
認
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の

で
あ
り
調
査
対
象
面
積
は
約
五
二

0
平
方
脳
で
あ
っ
た
。

調
査
区
の
設
定
に
あ
た
り
、
墳
丘
実
測
図
よ
り
起
こ
し
た
墳
丘
主
軸
線
と
平
行
す
る
よ
う

に
調
査
区
の
北
西
境
界
を
設
定
し
、
前
方
部
稜
線
の
延
長
線
上
に
土
層
観
察
用
の
ベ
ル
ト

を
残
し
た
。
こ
の
ベ
ル
ト
に
よ
り
調
査
区
を
便
宜
上

A
区
（
西
側
）

、
B
区
（
東
側
）
と

し
た
。
な
お

B
区
の
北
東
境
界
は
墳
丘
主
軸
線
に
直
交
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。
調
査
区

は
草
地
と
な
っ
て
お
り
、
標
高
は
一
八

•

五
妍
前
後
で

、

墳
丘
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
緩
や

周
堀
及
び
中
堤

A
区
で
は
、
内
堀

(
S
A
)
、
中
堤

(
S
B
)
、
外
堀

(
S
C
)
が
確

認
さ
れ
、

は
前
方
部
の
南
東
コ
ー
ナ
ー
が
良
好
な
状
態
で
検
出
さ
れ
た
（
第
4
図
）
。
内
堀
の
外
側

コ
ー
ナ
ー
は
後
世
の
溝
に
よ
り
削
ら
れ
て
い
る
。
調
査
区
の
範
囲
で
は
中
堤
の
外
側
コ
ー

ナ
ー
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

A
、
B
両
区
で
外
堀
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

内
堀
は
、
前
方
部
南
西
の
底
部
で
幅
三
、
三
賭
か
ら
三
、

七
い
い
を
測
る
。
前
方
部
南
西

の
墳
裾
は
数
条

の
溝
に
よ
り
削
ら
れ
て
い
る
部
分
が
多
い
が
、

遺
構
検
出
面

（
ロ
ー
ム
検

立
ち
上
が
り
は

場
所
に

よ
り
や
や
異
な

る
が
内
側
で
は
仰
角
で

二

0
度
か
ら
三
五
度
、

外
側
で
三

0
度
で
、

と
も
に
や
や
内
側
に
湾
曲
し
て
立
ち
上
る
。
覆
土
は
、
立
ち
上
が
り

日

前

方

部

南

側

調

査

区

（

昭

和

五

四

年

度

）

な
知
見
が
得
ら
れ
た
。

（
杉
崎
茂
樹
）
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時
の
表
土
と
は
思
わ
れ
な
い
。

底
部
幅
七

0
代
悩
前
後
で
あ
る
。

S
D
o
o
2
と
直
角
に
交
わ
る
部
分
か
ら
先
に
続
く
形
跡
は
な
く
、

形
態
も
似
て
お
り
ほ

換
点
で
稜
を
も
っ

(
S
D
o
o
1
で
は
北
西
側、

S
D
o
o
2
は
南
東
側
）

、
S
D
0
0
ー
は

中
堤
は

、

検
出
面

（
ロ
ー
ム
面
）
で
、

幅
六
•

四
討
前
後
で
あ
る
。

S
D
o
o
2
は
調
査
区
南
西
隅
か
ら
内
堀
内
側
ま

S
D
0
0
2
は
上
幅

七
＼
一

・
九
脳
で
底
幅
三

O
S

S
D
0
0
1
と
0
0
2
は
掘
り
方
の
形
態
が
よ
く
似
て
お
り
、

T
字
形
に
交
差
し
て

い
る。

土
堀

(S
H
o
o
1
s
o
2
0
)
二
0
基
が
検
出
さ
れ

の
。ハ
ミ
ス

（
浅
間
火
山
灰
）
と
思
わ
れ
る
白
色
粒
を
含
む
暗
褐
色
土
が
堆
積
し
て
お
り
、

覆
土
中
の
埴
輪
片
が
掘
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

部
付
近
に
中
堤
や
、
墳
裾
か
ら
の
崩
落
土
と
思
わ
れ
る
暗
灰
褐
色
土
が
あ
り
、
堀
の
中
央

付
近
下
層
は
黒
褐
色
の
有
機
質
土
で
あ
り
、
中
央
付
近
で
一
五
和
レ
砂
、
壁
側
で
五
〇
心
レ
砂

の
堆
積
で
あ
る
。
上
層
は
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
を
含
む
暗
褐
色
土
が
標
準
的
な
堆
積
土
で
あ

っ
た
（
第
5
図
）
。
内
堀
で
は
部
分
的
に
上
層
と
下
層
の
間
に
や
や
砂
質
の
粘
土
化
し
た

暗
灰
褐
色
土
が
み
ら
れ
、
堀
が
埋
ま
る
過
程
で
一
時
湛
水
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
前
方
部
コ
ー
ナ
ー
は
、
検
出
面
で
の
周
堀
の
立
ち
上
が
り
か
ら
現
墳
丘
裾
ま
で

五
•

五
妍
程
の
平
坦
地
と
な
っ
て
い
る
が
ロ

ー

ム
直
上
に
は
江
戸
時
代
後
期
の
天
明
年
間

現
在
の
墳
丘
は
か
な
り
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
墳
丘
が
ど
こ
ま
で
あ
っ
た

か
、
ま
た
墳
裾
部
に
テ
ラ
ス
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

外
堀
は
内
側
の
立
ち
上
が
り
し
か
検
出
さ
れ
ず
、
幅
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
調

査
区
内
で
確
認
さ
れ
る
最
大
幅
は
底
部
で
五

・
六
妍
で
あ
る
。
上
端
の
線
は
直
線
的
で
あ

り
内
堀
に
平
行
す
る
。
下
端
の
線
は
や
や
外
側
に
ふ
く
ら
み
を
持
つ
部
分
が
あ
り
、
や
や

乱
れ
て
い
て
中
堤
が
部
分
的
に
崩
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
。
覆
土
は
内
堀
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
状
態
で
あ
る
が
、
中
層
の
や
や
砂
質
の
暗
灰
褐
色
土
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

ロ
ー
ム
上
に
天
明

年
間
の
。
ハ
ミ
ス

と
思
わ
れ
る
白
色
粒
を
含
む
暗
褐
色
土
が
上
位
に
三
〇
心
レ
砂
程
堆
積
し
て

お
り
、
そ
の
下

の
ロ
ー
ム
直
上
に
一
〇
心
し
砂
程
の
厚
さ
で
白
色
粒
を
含
ま
な
い
暗
褐
色
土

が
堆
積
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
土
層
は
周
堀
覆
土
内
に
連
続
し
て
い
る
の
で
、
古
墳
築
造

出
土
遺
物
は
、
須
恵
器
片
を
少
量
含
む
が
、
そ
の
大
部
分
は
円
筒
埴
輪
片
で、

ほ
と
ん

ど
が
内
堀
か
ら
の
出
土
で
あ
る
（
第
6
図
）
。

内
堀
コ

ー
ナ
ー
と
、

A
区
北
西
側

の
内
堀

中
に
集
中
し
、
特
に
コ
ー
ナ

1
部
で
は
中
堤
側
に
多
い
。

A
区
北
西
側
で
は
内
堀
墳
丘
側

か
ら
中
堤
の
内
堀
寄
り
に
埴
輪
は
樹
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ち
ら
か
ら
の
流
れ
込
み
か
は
判
断
で
き
な
い

0

コ
ー
ナ

1
部
の
出
土
状
況
は
、
中
堤
か
ら

上
端
に
点
々
と
埴
輪
片
が
出
土
し
て
い
る
が
こ
れ
は
後
世
の
溝
の
覆
土
中
か
ら
の
出
土
で

あ
る
。
北
西
側
の
集
中
は
内
堀
の
中
央
部
に
あ
り
中
堤
側
に
も
墳
丘
側
に
も
片
寄
ら
ず
ど

の
流
れ
込
み

と
思
わ
れ
、

A
区
内
堀
東
側
の
埴
輪
の
出
土
が
み
ら
れ
な
い
部
分
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
溝

(S
D

0
0
2
、
S
D
O
O
3
、
S
D
o
o
8
、

そ
の
他
の
遺
構

さ
ら
に
外
堀
か
ら
埴
輪
片
が
ほ
と
ん
ど
出
土
し
て
い
な
い
こ
と

溝

(S
D
o
o
1
1
0
0
9
)
九
基
、

た
（
第
4
図
）
。

S
D
O
O
ー
は
検
出
面
で
上
幅
一

S
D
0
0
9
)
が
集
中
し
て
お
り
、
溝
掘
削
時
に
内
堀

•

五
＼
一
・

八
焙

、

底
部
幅
約
三
〇
＼
三
五
心
レ
砂

、

深
さ

五
〇
＼
六
〇
心
レ
砂
で

S
D
0
0
2
と
交
わ
る
部
分
近
く
で
や
や
深
く
な
り
、

S
D
0
0
2
と

の
比
高
は
七
住
后
程
と
な
る
。

四
〇
妍
、
深
さ
約
七

0
代
品
を
測
る
。

で
延
び
て
お
り
直
角
に
屈
曲
す
る
か
あ
る

い
は
他
の
溝
と
重
複
し
て
ど
こ
ま
で
続
く
か
は

不
明
で
あ
っ
た
。

S
D
0
0
1
、
0
0
2
と
も
に
断
面
形
態
は
上
端
か
ら
緩
や
か
に
傾
斜
し
、

逆
台
形
を
な
す
箱
薬
研
堀
状
を
呈
す
る
。
ま
た
両
溝
と
も
一
方
の
緩
傾
斜
部
に
傾
斜
角
変

ぽ
同
時
期
に
掘
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

S
D
O
O
3
は
箱
薬
研
堀
状
の
溝
で
、

上
幅
約
二
詞
、
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だ
溝
で
共
に
幅
四
〇
心
レ
砂
前
後
で
あ
る
が
、

で
は
天
明
年
間
以
後
の
も
の
で
あ
り
別
の
遺
構
で
あ
る
。

黄
褐
色
土
、
暗
黄
褐
色
土
で
、

化
し
て
い
な
い

土
が
堆
積
し
て
お
り
（
第

5
図
）
覆
土

の
状
況
か
ら
す
る
と
水
流
が
あ

っ

た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
覆
土
中
に
は
天
明
年
間
の
パ
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
白
色
粒
を
混

入
せ
ず
、
掘
り
込
み
も
白
色
粒
を
含
ま
な
い
土
層
中
か
ら
で
あ
り
、
少
な
く
て
も
天
明
年

る
が
、
A
区
北
西
壁
面
で

の
断
面
観
察
の
結
果
で
は
、
上
幅
約
三
い
い
で、

立
ち
上
り
上
端

部
か
ら
の
深
さ
は
約
九
五
心
レ
砂
を
測
る
。
上
端
か
ら
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
三

0
代
后
程
下

っ
た
部
分
で
屈
曲
し
、
内
湾
し
な
が
ら
さ
ら

に
落
ち
込
み
中
央
に
幅
約
五
〇
心
し
砂
、
深
さ

約一―

-
0
心
レ
砂
の
垂
直
に
近
い
落
ち
込
み
を
持
つ
。
覆
土
は
中
央
部
の
落
ち
込
み
部
分
以
外

は
、
単
層
で

ロ
ー
ム
粒
子
を
含
む
比
較
的
し
ま

っ
た
暗
褐
色
土
で
あ

っ
た
。
覆
土
中
に
白

途
中
で
屈
曲
し

S
D
0
0
5
に
向
っ
て
延
び
て
お
り
、
平
面
図
上
の

わ
る
部
分
で
終
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

S
D
0
0
8
、
S
D
o
o
9
は
S
D
0
0
7
と
同
じ
く
内
堀
底
部
を
一

0
代
后
程
堀
り
込
ん

0
0
8
は
上
端
で
約
一

・
五
妍
と
思
わ
れ
、

B
区
西
壁
土
層
断
面
で
の
観
察
で
は
、
S
D
 

S
D
o
o
9
は
一

・
八
妍
を
測
る
が
上
端
か
ら
緩

S
D
0
0
7
は
S
D
0
0
2
と
交

位
置
関
係
か
ら
は
、

同
一
の
溝
の
よ
う

に
見
え
る
が
、

S
D
0
0
5
は
断
面
観
察
の
結
果

（
田
中
正
夫
）

ま
た
S
H

調
査
区
北
西
か
ら
、

色
粒
は
含
ま
ず
、

天
明
期
以
前
に
は
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

S
D
0
0
7
は

土
壊

(S
H
)
は
、
円
形
、

長
方
形
、
方
形
に
大
別
さ
れ
、

大
き
さ
、

溝
が
掘
り
替
え
ら
れ
た

こ
と

が
推
定
で
ぎ
る
。

ー
の
開
削
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、

S
D
0
0
5
か
ら
S
D
O
O
6
、

こ
と

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
根
切
り
溝
と
し
て
掘
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
方
部
コ
ー
ナ

部
前
面

の
墳
裾
に
沿
っ
て
掘
り
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
溝
に
よ
り
墳
丘
が
削
ら
れ

て
い
る

S
D
0
0
7
は
内
堀
底
部
を
わ
ず
か
に
掘
り
込
ん
で
い
る
溝
で
、

幅
四

0
代
悩
弱
で
あ

S
D
0
0
6
は
現
地
表
か
ら
の
掘
り
込
み
で
、

土
層
断
面
で
は
、
新

間
に
は
既
に
完
全
に
埋
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

S
D
0
0
5
は
白
色
粒
を
含
む
土
層
中
か
ら
掘
り
込
ま
れ
た
溝
で
あ
る
。

不
明
で
あ
る
。

0
2
で
終
り
、

S
D
O
O
8
は

S
D
O
O
3
で
切
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
溝
と
の
関
連
性
が

あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

B
区
内
で
重
複
し
、

S
D
0
0
4
と

旧
関
係
は

わ
か
ら
な
い
。
こ

の
三
基
の
溝
は
削
平
さ
れ
た
前
方
部
コ
ー
ナ
ー
上
か
ら
前
方

S
D
0
0
4
の
位
置
へ
と

深
さ
も
様
々
で

あ
り
、
各
土
壊
間
の
関
連
性
は
み
あ
た
ら
な
い
。
新
旧
関
係
の
判
明
し
て
い
る
も
の
を
あ

げ
る
と
古
い
も
の

か
ら

S
H
o
o
9
S
S
H
o
1
0
S
S
D
O
O
3
S
S
H
o
1
9
0

0
1
8
S
S
D
O
O
3
、
S
H
o
1
2
¥
S
H
o
1
3
で
あ
る
。

な
お
溝
、
土
壊
と
も
全
て
古
墳
構
築
後
の
も
の
で
あ
る
。

S
D
o
o
9
は
中
堤
を
切
る
部
分
で
段
差
を
持
つ
。

S
D
o
o
9
は

S
D
O

い
ず
れ
も
ロ
ー
ム

を
混
入
し
砂
粒
を
含
ま
ず
あ
ま
り
粘
土

同
図
土
層

25
と
し
て

示
さ
れ
る
掘
り
込
み
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は

土
壊
か
溝
か
は

深
さ
は
ロ
ー
ム
面
か
ら
七
五
代
店
、
確
認
で
き
る
立
ち
上
り
上
端
か
ら
は
、
九
五
心
レ
砂
を

測
る
。
断
面
形
は
上
端
か
ら
内
湾
気
味
に
傾
斜
し
、
中
央
部
は
ほ
ぽ
直
線
に
落
ち
込
み
、

底
面
は
平
坦
で
あ
っ
た
。
覆
土
は
上
層
か
ら
暗
褐
色
土
、
暗
黄
褐
色
土
、
や
や
粘
性
の
強

い
暗
褐
色
土
、
褐
色
土
、
有
機
物
を
含
ん
だ
黄
褐
色
土
、
灰
色
味
を
帯
び
た
暗
褐
色
土
、

や
か
に
傾
斜
し
中
央
部
の
五

O
S
七

0
心iy吟
幅
の
部
分
が
深
く
な
る
形
態
を
示
す
。
立
ち

上
り
上
端
か
ら
の
深
さ
は
S
D
o
o
8
が
六
五
代
后
、

S
D
o
o
9
が
七
五
心
iy呼
で
あ
る
。
こ

の
両
溝
の
間
に
は
第

5
図
土
層

24
に
示
さ
れ
る
掘
り
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
係
か
ら

S
D
0
0
8
が
古
く
、

S
D
o
0
7
が
新
し
い

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
S
D
0
0
7
の
上

に
は
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中
堤
で
最
も
狭
く
な
る
部
分
は
、
堀
底
幅
で
同
じ
く
八
・
ニ
脳
で
あ
る
。

か
な
段
が
認
め
ら
れ
る
。

セ
ク
シ

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
は
公
園
化
以
前
、
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
遺
樺
の
遺
存
状
況
は
良
好
で
あ
っ
た
が
、
調
査
区
南
西
部
の
外
堀
部
分
は
、
陸

遺
構
は
表
土
約
六
〇
心
i
y砂
に
存
在
す
る
ロ
ー
ム
層
上
面
（
標
高
約
一
七

•

五
ー
一
七

・

確
認
さ
れ
た
遺
構
は
内
堀

(
S
A
)
及
び
外
堀

(
S
C
)
、
中
堤

(
S
B
)
、
そ
し
て
造
り

出
し

(
S
F
)
が
あ
り
、
中
堤
と
外
方
を
結
ぶ
プ
リ
ッ
ジ

(
S
I
)
も
発
見
さ
れ
た
が
、
外

堀

(
S
A
)

全
体
に
良
好
な
遺
存
状
況
を
確
認
で
き
た
。
中
堤
側
の
立
ち
上
り
平
面
プ
ラ
ン
は
、
土

層
観
察
用
の

セ
ク
シ
ョ
ソ
ベ
ル
ト
付
近
で
若
干
外
方
に
膨
ら
む
傾
向
が
、
そ
し

て
、
同
じ

く
南
西
部
で
わ
ず
か
に
蛇
行
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
直
線
的
な
状
況
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
造
り
出
し
西
方
の
中
堤
立
ち
上
り
付
近
に
は
幅
八

0
s
―
二

0
心レ呼
、
長
さ

約
七
脳
に
及
び
、
高
さ
五
＼
一
〇
心
レ
砂
の
ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
た
不
整
形
の
ご
く
ゆ
る
や

後
円
部
の
基
底
部
ラ
イ
ソ
が
、
あ
ま
り
遺
存
の
良
い
状
況
と
い
え
な
い
ま
で
も
検
出
さ

れ
た
。
そ
の
中
堤
と

の
間
が
最
も
狭
く
な
る
堀
底
で
の
幅
は
約
八
・
ニ
妍
、
造
り
出
し
と

深
さ
に
つ
い
て
は
、
後
円
部
基
底
部
か
ら
西
方
の
内
堀
中
央
付
近
が
標
高
約
一
六

・
八

＼
一
六

・
九
隊
で
、
調
査
区
内
の
内
堀
で
は
最
も
深
く
、
中
堤
に
近
づ
く
と
徐
々
に
浅
く

な
り
約
一
七

•
一
い
い
と
中
央
よ
り
一
〇
心
レ
砂
程
浅い
。
造
り
出
し
の
す
ぐ

北
西

、

内
堀
中
央
を
走
る
中
世
の
溝

(S
D
o
o
1
)
に
切
ら
れ
て
い
る
。

九
脳
）
で
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

田
耕
作
に
よ
り
遺
構
の
破
壊
が
堀
底
近
く
ま
で
及
ん
で
い
た
。

口
昭
和
五
七
年
度
調
査
区

中
比
高
差
が
あ
る
。

い
え
る
だ
ろ
う
。

ョ
ソ
ベ
ル
ト
付
近
は
約
一
七
・
ニ
妍
、
中
央
部
か
ら
中
堤
際
で
は
約
一
七
・
三
脳
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
造
り
出
し
の
西
隅
か
ら
四
妍
前
後
の
付
近
に
か
け
て
は
、
内
堀
内
で
最
も
浅
い

部
分
で
あ
り
標
高
約

一
七

•
三
院

、

そ
こ
か
ら
一
七

・一

妍
を
測
る
内
堀
の
調
査
区
西
南

端
ま
で
徐
々
に
深
く
な
っ
て
ゆ
く
。
前
方
部
基
底
部
付
近
で
は
一
七

•

四
脳
、
反
対
側
の

中
堤
寄
り
で
は
一
七
・
ニ
2
い
と
少
々
浅
く
な
る
。

内
堀
中
央
の
底
部
の
深
さ
は
、
以
上
の

と
お
り
造
り
出
し
西
方
部
が
や
や
浅
く
、
後
円
部
西
方
部
分
が
最
も
深
く
な
っ
て
お
り
、

そ
の
差
は
二

0
代
品
強
で
あ
る
。
ま
た
、
前
方
部
南
方
部
分
で
も
約

一
0
代
謡
強
の
レ
ベ

ル
差
で
し
か
な
い
が
、
造
り
出
し
付
近
か
ら
後
円
部
、
前
方
部
方
向
へ
の
傾
斜
を
指
摘
し

て
も
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
中
堤
際
の
ゆ
る
い
段
を
除
け
ば
、

段
が
付
い
て
深
さ
が
変
化
し
て
い
る
場
所
も
な
く
、
視
覚
的
に
は
全
体
と
し
て
、
平
坦
と

立
ち
上
り
部
分
に
つ
い
て
は
、
直
線
的
ま
た
は
外
方
に
湾
曲
す
る
よ
う
な
立
上
り
方
を

し
て
お
り
、
中
堤
検
出
面
（
ロ
ー
ム
上
面
）
と
は
四
〇
＼
六
〇
心
レ
砂

の
比
高
差
を
有
す
る
。

後
円
部
基
底
部
及
び
造
り
出
し
で
は
約
二

0
代
后
、
前
方
部
基
底
部
で
は
約
七
〇
心
レ
砂

の

覆
土

の
堆
積
状
況
（
第
8
図
参
照
）
は
、

ま
ず
、
墳
丘
及
び
中
堤
か
ら

ロ
ー
ム
粒
叉
は

ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
土
砂
が
流
入
し
、
そ
の
上
を
ロ
ー
ム
粒
を
含
む
黄
な
い
し
黒
褐

色
土
が
覆
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
黄
な
い
し
黒
褐
色
土
層
は
上
部
が
耕
作
土
と
考
え
ら
れ

る
明
褐
色
土
と
不
整
合
状
態
に
あ
り
、
そ
の
一
部
が
堀
底
ま
で
達
し
て
い
る
。

覆
土

の
珪
藻
分
析
の
結
果
（
詳
細
は
第
＞
章
参
照
）

堤

(
S
B
)

に
よ
れ
ば
、
そ
の
珪
藻
の
検
出
状

況
か
ら
、
流
動
す
る
程
度
の
水
が
湛
え
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

表
土
下
約
五

O
S
六
0
心
レ
砂
の
と
こ
ろ
で
ロ

ー
ム
層
を
検
出
し
、
確
認
し
た
も
の
で
あ
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中
堤
の
ロ
ー
ム
上
面
と
は
約
五
五
心
iy砂
の
差
が
あ
る
。

外
こ
。t
 

る
。
表
土
層
下
の
明
褐
色
土
は
火
山
灰
を
含
み
、
耕
作
土
と
考
え
ら
れ
る
土
層
で
ロ
ー
ム

層
を
わ
ず
か
に
削
っ
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
調
査
区
内
で
は
、
攪
乱
な
ど
に
よ

る
大
き
な
破
壊
は
認
め
ら
れ
ず
、
比
較
的
遺
存
状
況
は
良
好
で
あ
り
、
外
堀
を
渡
り
、
外

内
、
外
堀
の
底
か
ら
の
立
ち
上
り
部
分
（
基
底
部
）
で
の
幅
は
調
査
区
南
部
分
で
約
七

•
五
燐
、
プ
リ
ッ

ジ
付
近
で
約
八
・
三
摺
、
調
査
区
北
部
で
約
八
・
ニ

2
mと
極
端
な
差
は

な
く
、

ほ
ぽ
直
線
的
な
状
況
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
調
査
区
が
後
円
部
北
方
に

ま
で
及
ん
で
い
な
い
の
で
、
中
堤
全
体
の
平
面
形
態
を
判
断
で
ぎ
る
状
況
で
は
な
い
。

ま
た
、
外
堀
内
か
ら
多
数
の
埴
輪
が
出
土
し
た
の
で
、
中
堤
上
の
樹
立
位
置
を
把
握
す

べ
く
、

そ
の
樹
立
痕
の
検
出
に
努
め
た
が
、
残
念
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

堀

(
S
C
)

堀
の
中
央
部
を
貫
通
す
る
よ
う
に
、
溝

(S
D
o
o
1
)
が
開
削
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
底

部
は
堀
底
の
は
る
か
下
方
に
ま
で
及
ぶ
深
さ
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
区
南
西
部
分

は
公
園
化
以
前
、
陸
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
南
西
壁
か
ら
五

S
七

屈
の
範
囲
で
ほ
ぽ
堀
底
に
達
す
る
深
さ
で
、
主
に
立
ち
上
り
部
分
が
破
壊
を
被
っ
て
い
る
。

以
上
の
破
損
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
平
面
的
形
状
は
内
堀
、
中
堤
の
立
ち
上
り
と
ほ
ぽ

平
行
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
直
線
的
で
あ
る
。
幅
は
調
査
区
南
西
部
の
立
ち
上
り
部

分
で
約
六
•
五
脳
、
土

層
観
察
用
の
セ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ル
ト
南
西
で
発
見
さ
れ
た
プ
リ

ッ

ジ

付
近
で
約
六
・
三
尻
、
調
査
区
北
部
の
、
同
じ
く
立
ち
上
り
部
分
で
、
約
六
・
一
以
い
と
、

数
値
に
さ
ほ
ど
の
開
き
は
な
く
一
定
幅
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

深
さ
に
つ
い
て
は
調
査
区
南
西
の
中
堤
側
立
ち
上
り
部
寄
り
で
模
高
約
一
六
・
九
脳
で
、

方
と
連
絡
す
る
プ
リ

ッ
ジ
も
造
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
そ
の

S
D
o
o
1
付
近
、

ッ
ク、

立
ち
上
り
角
度
も
六

0
度
を
超
え
る
急
な
部
分
も
あ
る
。

ロ
ー
ム
粒

面
と
は
比
高
差
約
四
〇
心
し
砂
、

一
七
•
一
S

一
七
・
ニ
脳
、
外
側
立

堀
中
央
で
は
一
六
・
九

S
一
七
．

0
脳
と
外
堀
内
は
勿
論
、
内
堀
を
含
め
て
、
今
回
の
調

査
区
内
の
堀
の
ど
の
部
分
よ
り
も
深
い
部
分
で
あ
る
。
外
側
立
ち
上
り
寄
り
で
標
高
一
七

•
一
妍
で
、
外
側
の
ロ
ー
ム
層
上
面
と
は
約
四

0
代
品
の
比
高
差
を
有
す
る
。
プ
リ

ッ

ジ

南
側
で
は
中
堤
立
ち
上
り
寄
り
で
檄
高
約
一
七
・
一
脳
、
中
堤
の
ロ
ー
ム
上
面
と
は
比
高

差
約
四

0
代
謡
、

燐
と
や
や
洩
目
と
な
り
、

ブ
リ

ソ
ジ
の
北
側
で
は
中
堤
立
ち
上
り
寄
り
で
標
高
一
七
・
一
僻
、
中
堤
の
ロ
ー
ム
層
上

ち
上
り
寄
り
で
約
一
七
•
三
い
い
と
や
や
浅
く
な
り
、
外
側
の
ロ
ー
ム
上
面
と
の
比
高
差
は

約
五

0
代
店
で
あ
る
。
北
東
寄
り
の
部
分
で
は
中
堤
寄
り
の
立
ち
上
り
部
分
の
標
高
が
約

一
七
•
三
脳
、

S
D
o
o
1

付
近
で
一
七

·
O
~
、
外
側
立
ち
上
り
寄
り
で
約
一
七
・
ニ

上
方
の
ロ
ー
ム
層
上
面
と
は
約
六
〇
心
レ
砂
の
比
高
差
を
有
す
る
。

S
D
o
o
1
付
近
で

S
D
O
O
1

付
近
で
一
七
•
一
s

一
七
・
ニ
脳
、

外
側
立
ち
上
り
寄
り
で

一
七
・

ニ
妍
、
外
側
の
ロ
ー
ム
上
面
と
の
比
高
差
は
約
六
〇
心
レ
低
で
あ
る
。

以
上
、
ブ
リ

ッ
ジ
の
南
側
は
北
側
よ
り
二
五
＼
三
五
代
に
砂
深
く
な

っ
て
お
り
、

や
や
深

目
に
掘
削
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
堀
底
の
傾
ぎ
に
つ
い
て
は
ブ
リ

ッ
ジ
北
側

の
部
分
で
洩
深
の
差
が
約
一

〇
心
レ
砂
で
、
調
査
区
北
東
壁
側
で
浅
く
な
る
傾
向
を
、

ま
た
、

ブ
リ
ッ
ジ
南
側
で
は
こ
れ
も
浅
深
の
差
が
約
一

〇
心iy低
で
南
西
方
向
が
深
く
な
る
傾
向
を

認
め
て
良
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
内
堀
同
様
、
視
覚
的
に
ほ
ぽ
平
坦
と
い
え
る
状
況
で
あ

る
。
立
ち
上
り
に
つ
い
て
は
、
直
線
的
か
又
は
外
側
に
ゆ
る
＜
湾
曲
気
味
に
立
ち
上
っ
て

い
る
が
、
中
堤
又
は
外
方
の
ロ
ー
ム
上
面
ま
で
は
約
四
〇
＼
五

0
代
店
の
比
高
差
が
あ
り
、

覆
土
の
状
況
（
第
8
図
参
照
）
は
、
中
堤
及
び
外
側
の
立
ち
上
り
付
近
に
ロ
ー
ム
ブ
ロ

ロ
ー
ム
粒
を
含
む
黄
＼
黒
褐
色
土
が
流
れ
込
む
よ
う
に
堆
稽
し
た
後
、

を
含
む
明
褐
色
土
が
そ
の
上
に
堆
積
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
上
を
火
山
灰
（
軽
石
粒
）
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し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

を
含
む
明
褐
色
土
層
が
や
や
厚
目
に
覆
っ
て
い
る
の
が

一
般
的
な
状
況
で
あ
る
。

外
堀
覆
土
に
つ
い
て
は
ブ
リ

ッ
ジ
の
南
西
約
七
妍
付
近
の
土
層
観
察
用
セ
ク
シ

ョ
ン
ベ

ル
ト
か
ら
珪
藻
分
析
及
び
鉱
物
分
析
用
の
サ
ソ
プ
ル
を
採
取
し
分
析
を
実
施
し
た
が
（
詳

細
は
第
＞
章
参
照
）

、
そ
の
結
果
で
は
、
珪
藻
の
含
有
率
が
少
な
く
、
内
堀
ほ
ど
は
湛
水

し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
覆
土
上
層
部
分
の
土
層
に
は
浅
間

B
降
下

そ
の
降
下
年
代
が
示
す
―
二
世
紀
前
後
に
は
、
遺
構
検
出
面
で
あ
る
ロ
ー
ム
層
上
位
ま
で

埋
没
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

遺
物
の
出
土
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
後
述
す
る
が
、
プ
リ

ッ
ジ
の
南
西
か
ら
形
象
埴
輪

が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
の
出
土
状
況
は
中
堤
側
立
ち
上
り
か

ど
接
す
る
形
で
出
土
し
て
い
る
の
で
、
堀
の
埋
没
の
開
始
後
あ
ま
り
時
間
を
経
ず
に
中
堤

側
上
方
か
ら
転
落
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
の
樹
立
位
置
は
中
堤
の
外
堀
寄

り
と
推
定
さ
れ
る
出
土
状
況
だ
が
、
そ
の
痕
跡
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
中
堤
の
項

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

調
査
区
南
西
端
で
わ
ず
か
に
前
方
部
の
基
底
部
分
（
周
堀
の
掘
削
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
、

墳
丘
の
載
る
ロ
ー
ム
部
分
）
を
検
出
し
た
上
面
で
あ
る
ロ
ー
ム
面
と
堀
底
の
比
較
差
は
六

〇
＼
八
〇

ぢ
’砂で
、
立
ち
上
り
は
直
線
的
か
つ
や
や
急
な
立
ち
上
り
で
あ
る
。
調
査
区
外

に
さ
ら
に
直
線
的
に
延
び
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
は
前
方
部
コ
ー
ナ
ー
の
封
土
が
流
出

後
円
部
基
底
部

調
査
区
東
部
で
、

わ
ず
か
な
部
分
が
検
出
さ
れ
た
。
上
面
の
ロ
ー
ム
面
と
内
堀
底
と
の

前
方
部
基
底
部

ら
、
堀
底
中
央
の

S
D
O
O
ー
に
か
け
て
の
出
土
で
あ
り
、

堀
底
等
の
遺
構
面
に
ほ
と
ん

ス
コ
リ
ア
・
軽
石
と
考
え
ら
れ
る
火
山
灰
が
包
含
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
外
堀
は
、

壊
さ
れ
て
い
る
。

確
認
面
ロ
ー
ム
上
面
で
の
幅
は

•
六
＼

一
l
.

0
妍
で
、

プ
リ
ッ
ジ

(S
I
)

れ
る
ま
と
ま
っ
た
遺
物
の
出
土
は
な
か
っ
た
。

比
高
差
は
一
〇
＼
二

0
代
店
、
最
大
で
も
二
〇
心
レ
砂
強
で
あ
り
、
調
査
区
の
後
円
部
墳
丘

を
覆
土
と
す
る
溝
に
よ
り
破
損
し
て
お
り
遺
存
は
良
い
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
平

面
形
態
を
み
て
も
、
立
ち
上
り
ラ
イ
ソ
が
蛇
行
す
る
よ
う
に
、
鈍
い
弧
を
描
い
て
お
り
、

造
り
出
し

(
S
F
)

調
査
区
東
南

の
壁
の
中
程
、

て
検
出
さ
れ
た
。

ち
ょ
う
ど
土
層
観
察
用
の
セ
ク
シ

ョ
ソ
ベ

ル
ト
に
か
か
っ

っ
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。

内
堀
底
と
上
面
の
ロ
ー
ム
面
と
の
比
高
差
は
二
〇

＼
三

0
代
品
で
あ
り
、
墳
丘
側
の
部
分
は
後
円
部
基
底
部
で
検
出
さ
れ
た

の
と
同
様
の
根

切
溝
と
考
え
ら
れ
る
満
に
よ
り
破
損
し
て
い
る
。
平
面
形
態
は
、
そ
う
し
た
破
損
が
あ
る

が
、
長
辺
が
約
八
・
ニ
妍
を
超
え
る
隅
丸
の
長
方
形
（
前
方
部
側
の
外
方
隅
が
や
や
張
出

す
状
況
な
の
で
、
必
ず
し
も
適
切
な
呼
び
方
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な

い
。
）
で
あ
る
。

な
お
、
造
り
出
し
部
分
で
は
、
須
恵
器
片
の
出
土
が
あ
っ
た
が
、
祭
祀
行
為
と
考
え
ら

当
初
、
二
子
山
古
墳
や
稲
荷
山
古
墳
と
同
様
の
造
り
出
し
の
存
在
を
期
待
し
て
い
た
中

堤
の
外
堀
側
部
分
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
基
部
で
の
幅
は
ニ

・
一

s
ニ

・
五
燐
、

ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
て
作
ら
れ

て
い
る
。
立
ち
上
り
は
西
側
部
分
で
や
や
緩
慢
な
状
況
で
あ
る
ほ
か
は
、
外
堀
の
中
堤
側
、

外
方
側
と
同
じ
状
況
と
い
っ
て
よ
い
。

な
お
、
プ
リ
ッ
ジ
中
央
は
、
外
堀
の
中
央
を
走
る
後
世
の
溝

(S
D
o
o
1
)
に
よ
り
破

ロ
ー
ム
層
を
削
り
残
し
て
そ

の
基
底
部
を
形
成
し
て
お
り
、
盛
土
が
あ

後
世
の
耕
作
等
に
よ
る
破
壊
が
考
え
ら
れ
る
。

側
壁
面
付
近
は
、
根
切
溝
と
考
え
ら
れ
る
、

ロ
ー
ム
ブ
ロ

ッ
ク
を
含
む
し
ま
り
の
な
い
土
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ブ
リ
ッ
ジ
付
近
か
ら
東
で
は
、

こ
う
し
た
堀
が
重
な
る
状
況
が
、
平
面
形
態
か
ら
も
看

S
D
O
O
ー
は
外
堀
中
央
部
を
わ
ず
か
に
蛇
行

し
な
が
ら
縦
断
す
る
よ
う
に
位
置
し
て

お
り
、
深
さ
に
つ
い
て
は
外
堀
底
か
ら
六
〇
＼
八
五
代
悩
を
有
す
る
。
断
面
の
形
態
は
、

一
旦
や
や
緩
や
か
な
傾
斜
で
堀
底
下
約
三
〇
心
レ
砂
位
の
レ
ベ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
、
そ
こ
か

ら
さ
ら
に
急
角
度
で
底
面
に
至
る
。

所
謂

「
箱
薬
研
」
の
形
態
を
基
本
と

し
て
い
る
。

柱
穴
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
掘
り
込
み
等
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

あ
る
。

古
墳
に
直
接
係
り
の
な
い
遺
構
と
し
て
は
、

溝

S
D
o
o
1
及
び
羅
文
土
器
の
埋
甕
が

（
杉
崎

茂
樹
）

り
、
炉
囲
い
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

そ
の
他
の
遺
構

--／ 41ト

A 

A-

゜
30cm 

の
半
球
状
の
掘
り
込
み
中
に
埋
設
さ
れ
た
も
の
で
、
掘
り
込
み
の
下
方
は
、

さ
れ
た
。

（
第

10
、
11
図
参
照
）

第11図

堀
割
や
農
業
用
水
利
の
可
能
性
も
あ
る
。

A
-

-A 
17.90m 

2
 

1.麟色土（鉄分粒子、微菰の焼土粒含む）
2.暗茶褐色土（密で細かい）
3.黄褐色ローム

外堀外方縄文土器出土状況 (1/8) 

る。 取
で
き
る
が
、
粘
土
層
な
ど
の
覆
土
の
堆
積
状
況
か
ら
数
回
に
及
ぶ
掘
り
直
し
が
推
定
さ

れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
灰
白
色
系
の
粘
土
が
底
部
に
堆
積
す
る
状
況
か
ら
、
湛
水
し
て

い
た
時
期
が
長
期
に
及
ん
だ
こ
と
も
誤
り
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
断
面
の
観
察
の
結
果
で

あ
る
が
、
掘
削
面
は
、
外
堀
覆
土
の
上
方
か
ら
及
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
掘
削
面
で

の
幅
は
少
な
く
と
も
三
脳
以
上
、
深
さ
も
一
・
五
脳
前
後
は
あ

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

溝
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
外
堀
を
破
壊
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
覆
土
中
に
含
ま
れ
る
埴

輪
及
び
須
恵
器
片
を
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
中
世
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
陶
器
片
が
わ
ず

か
に
あ
る
。
外
堀
の
覆
土
を
上
方
か
ら
切
り
込
む
状
況
に
あ
り
、
中
世
の
、
館
跡
を
囲
む

こ
の
他
、

こ
れ
も
明
ら
か
に
古
墳
と
係
り
を
持
た
な

い
が
、
縄
文
時
代
中
期
の
キ

ャ
リ

バ

1

形
土
器
の
体
部
上
方
を
利
用
し
た
埋
甕
が
、
プ
リ

ッ
ジ
北
西
約
一
脳
付
近
か
ら
発
見

遺
構
の
検
出
作
業
時
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
直
径
約
五
五
代
店
、
深
さ
約
二
五
代
謡

ロ
ー
ム
層
に

達
し
て
い
な
い
。
土
器
の
内
側
の
覆
土
に
は
微
量
で
は
あ
る
が
焼
土
粒
が
包
含
さ
れ
て
お

な
お
、
住
居
跡
内
に
付
設
さ
れ
た
炉
の
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
、
周
囲
を
精
査
し
た
が
、
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あ
る
。

こ
う
し
た
ョ
コ
ナ
デ
は
例
外
な
く
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
観
察
表

詳
細
に
つ
い
て
は
観
察
表
を
作
成
し
て
あ
る
。

昭
和
五
四
、
五
七
、
両
年
度
の
調
査
区
で
出
土
し
た
遺
物
と
は
埴
輪
、
須
恵
器
片
、
土

師
器
片
、
鉄
器
片
、
縄
文
土
器
、
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
区
が
古
墳
の
周
堀
及
び
中

堤
と
い
う
こ
と
で
、
大
部
分
は
埴
輪
で
あ
り
、
し
か
も
、
周
堀
の
覆
土
内
か
ら
の
出
土
で
、

本
来
の
樹
立
位
置
に
留
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭

和
五
七
年
度
調
査
区
の
外
堀
部
分
か
ら
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
点
数
の
形
象
埴
輪
が
出
土

し
、
瓦
塚
古
墳
の
埴
輪
祭
祀
を
考
え
る
う
え
で
良
好
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

ま
た
、
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
か
ら
、
型
式
を
同
定
で
き
る
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
、

古
墳
の
年
代
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

以
下
、
各
年
度
の
調
査
区
出
土
遺
物
の
出
土
位
置
及
び
そ

の
概
要
を
記
す
。
各
遺
物
の

な
お
、
円
箇
埴
輪
と
し
て
扱
っ
た
も
の

の
中
に
は
形
象
埴
輪
等
の
台
部
の
可
能
性
の
あ

る
も
の
も
含
ま
れ
る
こ

と
、
須
恵
器
、
土
師
器
片
に
つ
い
て
は
細
片
で
、
図
示
に
や
や
難

の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
年
代
考
定
上
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
極
力
作
図
掲
載
し
た
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。

第
12
図
以
下
に
掲
げ
る
円
筒
埴
輪
の
実
測
図
の
断
面
で
、

囲
の
細
線
の
範
囲
は
、
仕
上
げ
の
た
め
の
ヨ
コ
ナ
デ
の
施
さ
れ
る
範
囲
を
示
し
て
い
る
。

円
筒
埴
輪
の
場
合
、

で
は
そ
の
、
記
述
は
大
部
分
の
場
合
省
略
し
た
。
ま
た
、
遺
物
出
土
状
況
図
（
第

6
、， ヽ

10
図
）
及
び
写
真
図
版
中
の
遺
物
に
付
し
た
番
号
は
、
実
測
図
の
番
号
と
共
通
の
も
の
で

遺

物

口
縁
部
内
外
及
び
タ
ガ
の
周

多
い
。

ハ
ケ
メ
で
仕
上
げ
、
内
面
に
は
ハ
ケ
メ
及
び
ナ
デ
を
施
し
て
お

び
前
方
部
基
底
面
上
で
、
埴
輪
の
樹
立
痕
跡
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

上
と
も
決
し
が
た
い
。

一
方
、

B
区
の
コ
ー
ナ
ー
部
の
集
中
部
分
で
も
円
箇
埴
輪
片
が
多

参
照
）

、

昭
和
五
四
年
度
の
調
査
区
は
前
方
部
南
側
コ
ー
ナ
ー
の
内
堀
及
び
外
堀
で
あ
る
。
出
土

量
は
調
査
面
積
に
も
よ
る
が
、
外
堀
で
は
少
な
く
、
内
堀
に
多
か
っ
た
。
内
堀
内
で
は

A

区
内
の
前
方
部
前
面
部
と

B
区
内
の
コ
ー
ナ
ー
部
に
、
集
中
す
る
箇
所
が
あ
り
（
第
6
図

こ
の
う
ち
、

の
出
土
も
多
く
、
堀
の
埋
没
開
始
後
あ
ま
り
時
間
を
経
な
い
う
ち
の
上
方
か
ら
の
転
落
を

示
す
状
況
に
あ
る
。
ま
た
遺
物
の
種
類
は
須
恵
器
片
も
わ
ず
か
に
出
土
し
て
い
る
。
埴
輪

は
い
ず
れ
も
破
片
の
出
土
で
、
本
来
の
樹
立
位
置
は
前
方
部
墳
丘
基
底
面
上
と
も
、
中
堤

数
出
土
し
た
が
、
堀
覆
土
下
層
中
か
ら
の
出
土
が
大
部
分
で
、
上
方
か
ら
の
転
落
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
堤
側
に
や
や
片
寄
っ
た
出
土
状
況
に
あ
り
、
中
堤
の
内
堀
寄
り
の

樹
立
品
の
破
損
、
転
落
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
区
内
の
中
堤
上
、
及

出
土
し
た
遺
物
は
、
埴
輪
片
が
大
部
分
で
、
破
片
数
は
多
い
が
、
完
形
品
は
な
く
、
確

認
し
得
る
限
り
で
は
全
て
円
箇
埴
輪
で
あ
る
。
製
作
技
法
と
し
て
は
粘
土
紐
を
巻
き
上
げ

て
成
形
し
外
面
を
タ
テ
、

り
、
ご
く
一
般
的
な
技
法
に
よ
っ
て
い
る
。
底
部
に
押
圧
や
ヶ
ズ
リ
を
加
え
て
調
整
す
る

も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

代
表
と
し
て
い
る
が
、

A
区
、
前
方
部
前
面
部
の
集
中
部
分
で
は
堀
底
に
近
い
レ
ベ
ル
で

タ
ガ
に
つ
い
て
は
、

そ
の
中
間
的
な
も
の
や
、
ご
く
偏
平
な
も
の
、
く
ず
れ
た
も
の
も

ス
カ
シ
に
つ
い
て
は
確
認
し
得
る
限
り
、

形
）
で
穿
孔
後
、

や
や
偏
平
な
台
形
の
も
の
と
「
M
」
字
形
を

2 ヽ

57
、

59
の
よ
う
に
円
形
（
又
は
不
整
円

そ
の
穿
孔
面
を
ナ
デ
や
オ
サ
ニ
に
よ
り
仕
上
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

曰
昭
和
五
四
年
度
調
査
区
出
土
遺
物
（
第
1
2
S
2
2
図、

）
 

2
 

l
、̀
'̀‘ll
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口
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
出
土
遺
物

（第
2
3
s
4
2
図
、

底
面
に
は

3
、

81 

3

3

 

1
S
2
)
 

1

3
 ？噂

86
、

94
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
禾
本
科
植
物
の
茎
と
思
わ
れ
る
棒
状
の

圧
痕
を
残
す
も
の
が
多
く
、
そ
う
し
た
上
で
製
作
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ

の
他
、
円
筒
埴
輪
の
内
面
に
ヘ
ラ
描
に
よ
る
窯
印
の
認
め
ら
れ
る
破
片
が
あ
っ
た

108)
。
い
ず
れ
も
「

x
」
と
い
う
記
号
と
考
え
ら
れ
る
。

埴
輪
以
外
で
は
、
甕
と
器
台
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
須
恵
器
の
小
破
片
が

A
区
内
堀
か

ら
出
土
し
た
。
甕
は
内
外
に
タ
タ
キ
メ
が
認
め
ら
れ
、
器
台
は
表
面
に
櫛
描
波
状
文
が
施

さ
れ
て
い
る
。
小
破
片
の
た
め
形
式
は
判
然
と
し
な

い
。

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
内
で
は
、
主
に
内
堀
、
外
堀
か
ら
遺
物
が
出
土
し
た

（第
9
図

参
照
）
。
埴
輪
で
は
普
通
円
箇
、
朝
顔
形
円
箇
の
他
、
形
象
の
家
形
や
器
材
（
盾
形
、
大

刀
形
）
、
馬
形
、
人
物
（
男
子
、
女
子
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
須
恵
器
、
土
師
器
片
な

ど
も
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
、
形
象
埴
輪
の
多
く
は
外
堀
内
の
プ
リ

ッ
ジ
南
西
部
分
の
中

堤
寄
り
か
ら
集
中
し

て
出
土
し
（
第
10
図
）、

188
、

189
の
家
形
埴
輪
を
中
心
と
し
、
そ
れ

を
巻
く
よ
う
な
形
で
配
置
さ
れ
る

211
、

212
な
ど
の
人
物
や

190
、

191
な
ど

の
盾
形
か
ら
構
成

さ
れ
た
形
象
埴
輪
の
密
集
し
て
樹
立
さ
れ
た
区
域
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
な
お

181
の
家

形
は
、
桁
行
、
梁
行
と
も
に

2
間
で
寄
棟
造
の
屋
根
を
有
し
、
こ
れ
を
支
え
る

8
本
の
柱

が
円
柱
を
表
現
し
、
吹
放
ち
高
床
を
有
す
る
家
屋
で、

類
例
の
稀
な
も
の
で
あ
る
。
人
物

は
212
の
女
子
（
ほ
と
ん
ど
完
形
）

の
ほ
か
、
頭
部
を
推
定
し
て
復
原
し
た
が
、

211
の
胡
座

弾
琴
の
男
子
な
ど
が
あ
り
、
こ

の
他、

人
物
に
付
属
す
る

と
考
え
ら
れ
る
大
刀

の
破
片
や
、

鋲
留
を
表
現
す
る
冑
、
あ
る
い
は
天
冠
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
破
片
も
あ
る
の
で
男
子
埴

輪
は
武
人
や
盛
装
男
子
な
ど
総
数
8
体
以
上
、
女
子
人
物
は
、
島
田
謡
や
鈴
鏡
の
破
片
な

ど
か
ら
巫
女
を
含
め

6
体
以
上
の
樹
立
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
ブ
リ

ッ
ジ
の
す
ぐ
南

が
大
部
分
を
占
め
、
外
堀
な
い
し
中
堤
部
分
の
出
土
で
あ
る
。

（
杉
綺
茂
樹
）

側
の
外
堀
中
堤
寄
り
の
部
分
に
も
埴
輪
片
の
集
中
し
て
出
土
す
る
部
分
が
あ
り
、
ブ
リ

ッ
ジ
の
北
側
で
も
、
中
堤
寄
り
に
形
象
埴
輪
を
含
む
埴
輪
片
の
出
土
が
認
め
ら
れ
る

の
で
、

中
堤
上

の
外
堀
寄
り
に
は
、
前
述
の
密
集
樹
立
区
域
以
外
に
も
円
筒
埴
輪
を
中
心
と
し
、

こ
れ
に
形
象
埴
輪
が
点
々
と
加
え
ら
れ
た
埴
輪
列
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

円
箇
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
破
片
は
多
数
あ
る
が
、
完
形
品
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
形
に
ま

で
復
原
で
き
た
も

の
は
な
く
、
あ
る
程
度
、
形
態
が
判
明
し
た
も
の
が
数
点
で
あ
っ
た
。

は
そ
の
う
ち

の

一
点
だ
が
、
口
縁
径
は
約
三
五
代
し
砂
、
高
さ
は
プ
ロ
ボ
ー
シ

ョ
ソ
か
ら

3
 

一
l
 す

る
と
七
〇
心
レ
砂
前
後
と
な
ろ
う
か
。
図
示
し
た
最
下
位
の
タ
ガ
の
下
方
に
上
方
の
も
の

と
直
交
す
る
位
置
に
ス
カ
シ
が
認
め
ら
れ
、
最
下
段
（
基
底
部
）
の
で
、
さ
ら
に
こ
の
下

に
一
条
の
タ
ガ

の
存
在
は
確
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
四
条
ク
ガ

の
五
段
構
成
の
円

4
 

筒
埴
輪
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ー
は
こ
れ
よ
り
、

一
回
り
大
含
な
個
体
か
と
思
わ
れ
る
。

↑
 

前
方
部
出
土
品
の

4
や
6
の
よ
う
に
口
縁
部
径
が
四
五
心
レ
吟
近
く
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
、

145
、

149
等
は
直
径
も
一
―
―
五
心
レ
吟
前
後
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た
大
形
品
の
一
部
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、

160
、

165
の
よ
う
に
直
径
が
や
や
小
さ

い
も
の
も
あ
り
、
円
箇
埴
輪
の

形
状
は
数
種
の
類
型
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。

115
、

116
は
朝
顔
形
円
筒
埴
輪
で、

体
部
の
径

は
115
が
二
五
心
し
砂
、

116
が
二
四
代
垢

で
あ
る
。
な
お
、
円
筒
埴
輪
の
成
形
、
調
整
、
ス
カ

シ
等
の
特
徴
は
、
昭
和
五
四
年
度
調
査
区
の
項
で
述
べ
た
も
の
と
変
わ
る

と
こ
ろ
は
な
い
。

須
恵
器
は
、

269
、
270
、

286
が
造
り
出
し
周
辺
か
ら
の
出
土
で、

造
り
出
し
上
の
祭
祀
に
関

係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
他
の
も

の
も
多
く
が
内
堀
内
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

こ
の
他
内
堀
か
ら
出
土
し
た
。
刀
子
等
の
茎
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
製
品

(321)
や
、
古
墳

と
直
接
関
係
な

い
が
、
縄
文
土
器
片
が
数
十
片
あ
る
。

301、は
外
堀
プ
リ
ッ
ジ
北
か
ら
出
土

し
た
埋
甕
炉
に
使
用
が
考
え
ら
れ
る
も

の
で
、
こ
れ
を
含
め
中
＼
後
期
に
か
け
て
の
破
片
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が
、
墳
丘
盛
土
と
の
間
に
テ
ラ
ス

（平
坦
部）

の
存
在
を
仮
定
す
れ
ば
、

さ
ら
に
規
模
は

墳

丘

の
で
、
そ
の
中
心
を
求
め
、

こ
れ
を
後
円
部
中
心
と
し
た
。
ま
た
、
主
軸
線
は
昭
和
五
四

の
を
「
台
形
周
堀
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

「
台
形
」
と
い
う
呼
称
が
ふ
さ
わ
し
い
。
以
下
、
稲

周

堀

で
の
祭
祀
行
為
を
窺
わ
せ
る
状
況
に
あ
る
。

し
と
し
て
は
、

一
般
的
な
位
置
と
い
え
る
。

古
墳
各
部
の
形
態
及
び
規
模
に

つ
い
て

び
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

墳
と
し
て
の
一

般
的
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

前
章
ま
で
に
記
載
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
章
で
は
、

昭
和
五
四
、

五
七
年
度
の
調
査
で
得
ら
れ
た
瓦
塚
古
墳
の
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、

＞

結

語

こ
れ
ら
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
瓦

塚
古
墳
と
そ
の
周
堀
及
び
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、

そ
の
問
題
点
及

瓦
塚
古
墳
の
周
堀
は
、
両
年
度
の
調
査
で
二
重
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
そ

の
平
面
形
態
は
、
昭
和
六

0
年
一

0
月
の
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課
の
墳
丘
北
側
民
有
地

（註
1
)

内
の
調
査
成
果
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
方
形
プ
ラ
ソ
と
な
る
こ
と
が
、
推
測
さ
れ
る
。

調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
墳
丘
及
び
周
堀
等
を
推
定
復
原
し
た
の
が
第

43
図
で
あ
る

（
復
原
線
は
い
ず
れ
も
ロ
ー
ム
検
出
面
で
の
ラ
イ
ソ
で
あ
り
、
以
下
の
記
載
も
そ
の
ラ
イ

ン
に
よ
る
）
。
主
軸
に
つ
い
て
は
後
円
部
の
標
高
二
三
2
加
の
等
高
線
が
ほ
ぽ
円
形
に
回
る

年
度
調
査
区
で
確
認
し
た
前
方
部
前
面
の
ラ
イ
ン
が
、
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
の
前
方
部

側
面
の
ラ
イ
ソ
と
交
る
わ
地
点
（
前
方
部
西
コ
ー
ナ

1
部
）
と
、
調
査
に
よ
り
確
認
し
た
前

方
部
南
コ
ー
ナ
ー
部
と
の
中
点
と
前
述
の
後
円
部
中
点
と
を
通
る
も
の
と
し
て
設
定
し
た
。

そ
う
し
た
場
合
、
座
標
北
と
は

N
|
4
6
0
|
E
と
い
う
方
位
角
度
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
図

を
も
と
に
各
部
に
つ
い
て
触
れ
る
。

墳
丘
長
に
つ
い
て
は
、
基
底
部
ロ
ー
ム
層
上
面
に
お
け
る
推
定
で
七
一

.
0脳
で
あ
る

小
さ
く
な
ろ
う
。
後
円
部
径
は
、
三
二
屈
、
前
方
部
前
面
幅
四
五
尻
、
く
び
れ
部
幅
は
、

二

0
脳
と
推
定
さ
れ
、
平
面
形
態
で
は
、
前
方
部
が
後
円
部
に
比
べ
て
大
ぎ
く
、
後
期
古

部
墳
丘
と
は
離
れ
て
お
り
、

前
方
部
西
側
の
、
く
び
れ
部
に
近
い
部
分
に
は
造
り
出
し
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
後
円

（註
2
)

上
田
宏
範
氏
の
分
類
に
よ
る

B
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
方
部

の
一
方
に
だ
け
存
在
す
る

BI群
で
あ
る
か
、
主
軸
と
対
称
位
置
に
も
存
在
す
る

BII群
で
あ

る
か
は
今
後
の
調
査
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
前
方
後
円
墳
の
墳
丘
に
付
設
さ
れ
る
造
り
出

造
り
出
し
部
分
に
盛
土
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
土
層
観
察
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
現

墳
丘
の
等
高
線
の
状
況
か
ら
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
小
規
模
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

埴
輪
や
須
恵
器
等
の
出
土
や
、
そ
の
樹
立
痕
や
使
用
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
ぎ
な

か
っ
た
が
、
造
り
出
し
の
周
辺
の
内
堀
か
ら
は
須
恵
器
片
の
出
土
が
目
立
ち
、
造
り
出
し

周
堀
は
二
重
の
長
方
形
に
め
ぐ
る
が
、
向
い
合
う
二
辺
長
が
ほ
ぽ
等
し
い
稲
荷
山
古
墳

（註
3
)

の
周
堀
と
は
形
態
が
や
や
異
な
り
、

荷
山
古
墳
に
代
表
さ
れ
る
形
態
を
「
長
方
形
周
堀
」
、
瓦
塚
古
墳
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
も

埼
玉
古
墳
群
内
の
前
方
後
円
墳
で
は
、
稲
荷
山
古
墳
が
最
古
と
考
え
ら
れ
、
古
墳
群
中

最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
二
子
山
古
墳
も
、
二
重
の
台
形
周
堀
を
持
つ
こ

と
は
確
実
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鉄
砲
山
古
墳
も
台
形
二
重
周
堀
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
周
堀
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部
後
側
）
が
約
四
七
摺
、
長
辺
が
約
五

の
周
堀
を
有
す
る
前
方
後
円
墳
の
類
例

く
は
「
馬
蹄
形
」
の
も
の
が
多
く
、
方
形

所
謂

「
盾
形
」
と
称
さ
れ
る
形
態
、
も
し

瓦塚古墳周堀想定復原図 (1/700)

る。 く
、
五
番
目
の
発
掘
例
と
い
う
こ
と
に
な

形
二
重
周
堀
は
、
埼
玉
古
墳
群
の
前
方

称
し
た
い

。
瓦
塚
古
墳
で
確
認
さ
れ
た
方

う
。
両
者
を
併
せ
て
「
方
形
周
堀
」
と
呼

後
円
墳
で
は
稲
荷
山
古
墳
及
び
二
子
山

（
註

6
)

古
墳
、
鉄
砲
山
古
墳
、
愛
宕
山
古
墳
に
続

前
方
後
円
墳
の
周
堀
は
、
後
円
部
付
近

で
は
後
円
部
の
円
弧
と
同
心
円
を
描
き
、

は
、
市
毛
勲
氏
も
そ
の
希
少
性
に
注
目
し

て
い
る
が
、
推
定
さ
れ
る
も
の
を
含
め
て

も
十
指
に
満
た
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
大

（註

8
)

半
が
埼
玉
古
墳
群
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

瓦
塚
の
周
堀
は
、
内
堀
の
短
辺
（
後
円

う
し
た
点
で
は
同
類
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

達
度
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

る
前
方
部
の
幅
に
起
因
し
、
前
方
部
の
発

の
ち
が
い
は
、
主
と
し
て
後
円
部
に
対
す

の
平
面
形
態
に
み
ら
れ
る
長
方
形
と
台
形
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古
墳
の
同
位
置
の
調
査
が
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
杉
綺
茂
樹
）

明
ら
か
で
あ
る
。
瓦
塚
古
墳
の
場
合
、

九
脳
、
長
さ
が
八
六
ぃ
い
で
あ
る
。
外
堀
は
短
辺
約
七
三
脳
、
長
辺
約
八
九
焙
、
長
さ
は
約

―
―
四
妍
と
な
り
、
周
堀
を
含
め
た
古
墳
全
体
の
面
稽
は
約
九
一
―

10
0平
方
脳
と
な
る
。

東
北
方
に
所
在
す
る
二
子
山
古
墳
、
北
方
の
愛
宕
山
古
墳
の
外
堀
ま
で
は
、
最
も
近
い
部

造
り
出
し
北
西
の
中
堤
外
方
を
結
ぶ
ブ
リ
ッ
ジ
が
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
内
で
発
見
さ

ロ
ー
ム
を
掘
り
残
し
て
作
り
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で

れ
た
。
基
部
で
の
幅
は
約
二
摺
で
、

（註

9
)

稲
荷
山
古
墳
及
び
二
子
山
古
墳
で
も
外
堀
で
、
ブ
リ
ソ
ジ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
幅
は

稲
荷
山
古
墳
の
も
の
は
約
ニ
・
七
脳
、
二
子
山
古
墳
は
約
三
・
一
賭
で
、
こ
れ
ら
と
比
較

す
る
と
瓦
塚
古
墳
の
も
の
は
小
規
模
で
あ
る
。
ま
た
、
稲
荷
山
古
墳
、
二
子
山
古
墳
の
場

合
は
外
方
と
中
堤
に
付
設
さ
れ
た
造
り
出
し
と
を
連
絡
す
る
も
の
で
あ
る
点
も
異
な
る
。

稲
荷
山
古
墳
の
場
合
、
中
堤
付
設
の
造
り
出
し
は
、
そ
の
周
囲
の
外
堀
か
ら
比
較
的
多

数
の
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
、

そ
の
種
類
も
武
人
、
巫
女
、
弾
琴
人
物
や
家
形
、
盾

れ
て
い
る
。
瓦
塚
古
墳
の
場
合
は
、
こ
う
し
た
造
り
出
し
は
存
在
せ
ず
、
ブ
リ
ッ
ジ
南
方

の
外
堀
か
ら
、
弾
琴
す
る
男
子
や
女
子
人
物
、
家
形
や
盾
形
な
ど
の
形
象
埴
輪
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
埴
輪
を
使
用
し
た
祭
祀
の
場
は
中
堤
上
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

こ
の
よ
う
に
後
円
部
西
方
中
堤
部
の
造
り
出
し
の

欠
如
が
、
埼
玉
古
墳
群
の
前
方
後
円
墳
の
造
営
規
格
上
の
新
旧
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い

ほ
、
身
分
秩
序
に
よ
る
古
墳
築
造
規
格
の
規
制
な
ど
に
帰
結
す
る
か
は
現
状
で
は
判
断
で

き
な
い
。
本
古
墳
に
後
出
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
前
方
後
円
墳
の
鉄
砲
山
古
墳
や
将
軍
山

形
な
ど
の
形
象
埴
輪
が
多
く
、

こ
こ
で
、
埴
輪
を
使
用
し
た
祭
祀
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

プ
リ
ッ
ジ

分
で
四
〇
燐
前
後
の
距
離
と
な
ろ
う
。

註
8

註
9

註
5

註
6

註
7

註
1

註
2

註
3

註
4

個
人
住
宅
用
地
内
の
範
囲
確
認
調
査
に
よ
る
。

上
田
宏
範
『
前
方
後
円
墳
』
学
生
社
昭
和
四
四
年
一

0
月

柳
田
敏
司
、
他
『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
五
五
年
―
一
月

①
栗
原
文
蔵
、
田
部
井
功
「
天
王
山
・
梅
塚
古
墳
他
周
堀
発
掘
調
査
概
要
」
『
資
料
館
報

畑

6
』
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
昭
和
五

0
年
六
月

②
小
川
良
祐
、
今
泉
泰
之
、
金
子
真
土
「
二
子
山
古
墳
外
堀
範
囲
確
認
調
査
概
要
」
『
資
料

館
報
湿
12
』
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
昭
和
五
六
年

―
二
月

杉
崎
茂
樹
、
他
『
鉄
砲
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六

0
年
三
月

杉
崎
茂
樹
、
他
『
愛
宕
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六

0
年
三
月

市
毛
勲
「
前
方
後
円
墳
に
お
け
る
長
方
形
周
溝
に
つ
い
て
」
『
古
代
学
研
究
地
71
』

古
代
学
研
究
会
昭
和
四
九
年
三
月

前
方
後
円
墳
と
長
方
形
周
堀
に
つ
い
て
は
、
註
5
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

註
4
①
に
同
じ
。
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置
を
、
現
状
で
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。

も
の
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

山
古
墳
に
後
出
す
る
可
能
性
が
高
い
。

同
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
家
形
埴
輪
は
、

一
階

「
豊
饒
を
祈
る
祭
祀
に
お
け
る
神
殿
を
象
徴
化
し
た

二
箇
所
の
調
査
区
出
土
の
円
筒
埴
輪
で
、
完
形
品
叉
は
こ
れ
に
近
い
形
に
ま
で
復
原
で

き
た
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
形
態
の
あ
る
程
度
判
明
し
た
も
の
か
ら
い
く
つ
か
の
類
型
の

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
埴
輪
を
製
作
技
法
か
ら
検
討
す
る
と
、
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
メ
の
み
で
仕
上
げ

が
な
さ
れ
、

タ
ガ
も
比
較
的
低
く
、
く
ず
れ
を
み
せ
る
台
形
や
、

（註
1
)

も
の
が
多
く
、
川
西
編
年
の
第
＞
期
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
古
墳
群
内
で
、
円
筒
埴
輪
の
内
容
の
明
ら
か
な
も
の
と
比
較
す
る
と
、
タ
ガ
の
様

（註
2
)

子
で
は
、
大
部
分
が
偏
平
な
鉄
砲
山
古
墳
の
も
の
よ
り
、
台
形
の
も
の
を
混
え
る
瓦
塚
古

（註
3
)

墳
の
方
が
、
総
体
的
な
比
較
で
は
古
い
様
相
を
呈
す
る
と
い
え
る
。
次
に
、
二
子
山
古
墳

（註
4
)

及
び
こ
れ
に
近
接
す
る
時
期
と
考
え
ら
れ
る
愛
宕
山
古
墳
は
、
あ
ま
り
偏
平
な
ク
ガ
を
含

ま
な
い
こ
と
及
び
古
い
要
素
と
さ
れ
る
方
形
や
半
円
形
の
ス
カ
シ
を
若
干
で
あ
る
が
含
ん

で
い
る
と
い
う
点
で
、
円
形
の
み
の
瓦
塚
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、
二
子
山
古
墳
及
び
愛
宕

大
形
の
前
方
後
円
墳
と
中
小
の
前
方
後
円
墳
の
埴
輪
を
同
一
次
元
で
論
ず
る
こ
と
が
不

適
当
と
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、

一
古
墳
へ
の
埴
輪
の
多
元
的
供
給
の
可
能
性
、
あ

る
い
は
、
調
査
区
出
土
の
埴
輪
が
古
墳
全
体
の
も
の
を
代
表
し
て
い
な
い
可
能
性
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
墳
出
土
円
筒
埴
輪
の
古
墳
群
内
で
の
綱
年
的
位

円
筒
埴
輪 埴

輪
に
つ
い
て

「
M
」
字
形
を
呈
す
る

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

円
柱
の
家
形
埴
輪

昭
和
五
七
年
度
調
査
区
外
堀
出
土
埴
輪
の
中
に
円
柱
を
表
現
す
る
特
異
な
家
形
埴
輪
(
1
8
1
)

が
あ
っ
た
。
高
床
を
有
し
、
寄
棟
造
り
の
高
屋
根
の
吹
放
ち
構
造
で
、
通
常
、
高
床
の
家

屋
は
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
埴
輪
の
壁
体
の
欠
如
は
倉
庫
と
し
て
の

機
能
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
家
形
埴
輪
の
出
土
例
は
類
例
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
円
柱
を
持
つ

家
形
埴
輪
や
そ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
管
見
に
上
る
の
は
以
下

の
と
お
り
数
例
で
あ
る
。

（註
5
)

奈
良
市
平
城
宮
下
層
方
形
周
溝
遺
構
及
び
溝
出
土
例

（註
6
)

奈
良
市
平
城
京
北
辺
坊
出
土
例

（註
7
)

大
阪
市
長
原

5
号
墳
（
塚
本
大
塚
古
墳
）
出
土
例

（註
8
)

大
阪
府
柏
原
市
玉
手
山
古
墳
出
土
例

（註
9
)

奈
良
県
河
合
町
大
塚
山
古
墳
出
土
例

ー
は
す
で
に
立
木
修
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
切
妻
屋
根
の
平
屋
の
建
物
で
、
壁

体
を
有
す
る
点
な
ど
本
古
墳
例
と
構
造
を
全
く
異
に
す
る
。
出
土
遺
構
は
他
に
四
世
紀
か

ら
五
世
紀
全
般
に
わ
た
る
遺
物
を
伴
い
、
継
続
的
な
「
水
に
対
す
る
祭
祀
」
の
場
と
さ
れ
、

3
は
周
堀
内
の
出
土
で
、
円
柱
を
有
す
る
家
形
埴
輪
の
破
片
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
は

全
長
一
0
0
~
を
超
え
る
、

五
世
紀
で
も
比
較
的
早
い
時
期
の
前
方
後
円
墳
で
あ
ろ
う
。

4
は
未
報
告
で
詳
細
が
不
明
だ
が
、
桁
行
、
梁
行
と
も
二
間
の
切
妻
二
階
屋
で
、

部
分
が
吹
放
ち
で
、
円
柱
が
表
現
さ
れ
、
二
階
は
壁
体
を
有
す
る
よ
う
で
あ
る
。
お
お
よ

そ
四
世
紀
末
頃
の
所
産
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

5
は
出
土
状
況
等
不
明
で
、
高
さ
一
八
心
レ
呼
余
り
の
円
筒
の
側
面
に
盾
の
意
匠
が
あ
る
。
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以
上
、
本
墳
の
円
柱
の
家
形
埴
輪
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
格
等
、

に
わ
か
に
結
論
を
下

註
13

註
14

註
15

『
考
古
界

第
八
巻

第
一

、
四

楼
的
性
格
付
け
を
行
う
訳
に
も

い
か
な

い
。

註
12

註
11

盾
形
埴
輪
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
大
阪
府
八
尾
市
美
園

一
号
墳
出
土
の
家

（註
10)

形
埴
輪
の
壁
体
に
盾
を
表
現
す
る
例
が
あ
り
、
家
形
埴
輪
の
柱
の
可
能
性
が
高
い
。
河
合

2
に
つ
い
て
は
包
含
層
出
土
で
四
世
紀
代
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
円
柱
を
有
す
る
家
形
埴
輪
は
あ
ま
り
に
類
例
が
少
な
く
か
つ
、
全
体

の
内
容
の
わ
か
る
も
の

は
稀
で
、
柱
以
外
の
楷
造
で
、
本
古
墳
と
類
似
す
る
例
は
見
出
せ

な
し、

い゚
ず
れ
も
、
本
古
墳
例
に
先
行
す
る
、
五
世
紀
以
前
と
い
う
共
通
項
が
存
す
る
位

他
の
家
形
埴
輪
及
び
そ
れ
以
外
の
遺
物
の
家

の
表
現
か
ら
高
床
及
び
二
階
屋
で
倉
庫
以

外
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
拾
う
と
、

（註
11
)

三
重
県
上
野
市
石
山
古
墳
出
土
例

大
阪
府
八
尾
市
美
園
遺
跡
出
土
例
（
前
出
）

（註
12)

兵
庫
県
姫
路
市
人
見
塚
出
土
例

（註
13)

奈
良
県
広
陵
町
佐
味
田
宝
塚
古
墳
出
土
家
屋
文
鏡
例
（
入
母
屋
二
階
造
家
）

6
、

9
は
宮
本
長
二
郎
氏
に
よ
り
、

3
の
玉
手
山
古
墳
例
と
共

に
、

（註
14)

酒
宴
を
催
す
場
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

8
は
古
く
和
田
千
吉
氏
に
よ
り
、
雄
略
紀
に
見

（註
15)

え
る

「
棲
閣
の
形
を
想
像
し
得
」
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、

高
床
の
壁
面

「
物
見
台
で

あ
り
、

に
や
や
広
目
で、

開
放
的
と
も
思
え
る
窓
を
有
し
て
お
り
、
本
古
墳
例
と
一
脈
通
じ
る
と

こ
ろ
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

基
本
的
に
は
壁
体
を
有
す
る
点
か

ら
、
本
墳
例
に
直
ち
に
望

せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
樹
立
状
況
等
の
明
確
な
類
例
の
発
見
を
待
ち
た
い
。
な
お
、
本
墳

註
10

な
ど
が
あ
る
。

註
9

，
 

8
 

註
7

註
8

7
 

6
 

註
6

註
4

註

5

で
あ
る
。

註
2

註
3

註
1

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
64
巻
第
2
号』

昭

大
塚
山
古
墳
は
五
世
紀
後
半
代
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
杉
崎

茂
樹
）

の
場
合
、
原
位
置
を
離
れ
た
周
堀
中
の
出
土
だ
が
、
周
辺
か
ら
壁
体
を
有
す
る
家
や
弾
琴

人
物
な
ど
の
人
物
埴
輪
、
盾
な
ど
の
形
象
埴
輪
が
多
数
出
土
し
て
い
る
点
は
注
意
し
て
お

「
円
筒
埴
輪
総
論
」

『
考
古
学
雑
誌

日
本
考
古
学
会第

一
三

川
西
宏
幸

和
五
三
年

杉
崎
茂
樹
、
他
『
鉄
砲
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六

0
年―――月

杉
崎
茂
樹
「
二
子
山
古
墳
の
埴
輪
お
よ
び
須
恵
器
」
『
資
料
館
報
地
14
』
県
立
さ
き
た
ま

資

料

館

昭
和
五
八
年

杉
崎
茂
樹
、
他

『
愛
宕
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会

昭
和
六
0
年
三
月

立

木

修

「
円
柱
を
表
現
す
る
家
形
埴
輪
」
『
考
古
学
雑
誌
第
67
巻
第
二
号
』

日
本
考
古

学
会
昭
和
五
六
年
九
月

「
平
城
宮
跡
と
平
城
京
跡
の
調
査
」
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一

九
七
八
』

同

研

究
所
昭
和
五
三
年
八
月

木
原
克
司
、
也
『
長
原
遺
跡
発
掘
調
査
ー
資
料
編
ー
』
同
遺
跡
調
査
会
昭
和
五
一
年
三
月

左
記
の
文
献
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
簡
単
な
記
述
が
あ
る
。

宮
本
長
二
郎
「
住
生
活
」

『

日
本
考
古
学
を
学
ぶ
②
』
有
斐
閣
昭
和
五
四
年
八
月

村
井
器
雄
、
他
『
古
代
史
発
掘
7
埴
輪
と
石
の
造
形
』

講

談

社

昭
和
四
九
年
一

0
月

R
3
9
な
ど
。

渡
辺
昌
宏
「
大
阪
府
美
園
遺
跡

一
号
墳
出
土
の
埴
輪
」
『
考
古
学
雑
誌
第
67
巻
第
4
号』

日
本
考
古
学
会
昭
和
五
七
年
三
月

註
8
の
文
献
に
記
載
が
あ
り
、
高
床
家
形
埴
輪
の
入
母
家
造
り
の
も
の
は
四
方
に
窓
を
持
つ
開
方

的
な
造
り
と
い
う
。

和
田
千
吉

「
播
磨
国
飾
磨
郡
白
国
村
人
見
塚
調
査
報
告
」
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌

四
号
』

東

京
人
類
学
会
明
治
三

0
年
五
月

梅
原
末
治
『
佐
味
田
及
新
山
古
墳
研
究
』
岩
波
書
店
大
正
一

0
年

註
8
に
同
じ

和
田
千
吉
「
埴
輪
よ
り
見
え
る
仏
教
以
前
の
日
本
建
築
」

号

』

明

治
四
二
年
四
、
七
月
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中
ば
頃
を
中
心
と
し
た
時
期
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

で
出
土
例
が
あ
る
。

瓦
塚
古
墳
の
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
出
土
須
恵
器
の
中
に
、
高
杯
の
小
破
片
が
三
点
あ

っ
た

(284
、
285
。
こ
の
他
図
示
し
な
か
っ
た
が
脚
上
方
部
位
の
破
片
が
一
点
あ
る
）
。
同
一

個
体
と
思
わ
れ
る
破
片
で
、
復
原

高
は

一
―
•
七
和i
y砂
、
小
形
の
長
脚
一
段
ス

カ
ツ
の
無

（註
1
)

蓋
高
杯
で
ス
カ
ジ
は
三
方
向
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
高
杯
は
陶
邑
古
窯
跡
群

II期
の
前

半
期
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

（註
2
)

県
内
で
小
形
の

長
脚

一
段
ス
カ
ツ
の
無
蓋
高
杯
は
、
神
川
村
北
塚
原

7
号
墳
、
花
園
町

黒
田

1
号
墳
、
熊
谷
市
三
ヶ
尻
林
4
号
墳
、
須
恵
器
窯
跡
の
東
松
山
市
桜
山
8
号
窯
な
と

北
塚
原

7
号
墳
の
高
杯
は
脚
端
部
に
上
方
及
び
側
方
へ
の
小
さ
な
突
出
帯
を
有
し
、
古

い
要
素
を
残
し
て
お
り
、
脚
端
を
丸
く
仕
上
げ
る
本
墳
例
よ
り
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

北
塚
原

7
号
墳
か
ら
は
他
に
頸
部
が
や
や
長
目
の
地
が
共
伴
し
、
そ
の
特
徴
も
考
え
併
せ
、

陶
邑
古
窯
跡
群
編
年
MT151
型
式
期
の
所
産
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
三
ヶ
尻
林

4
号
墳
の
高
杯
は
、
全
体
の
バ
ラ

ソ
ス
か
ら
は
杯
部
が
脚
に
比
べ
や
や

大
き
目
で
か
つ
浅
い
。
脚
端
は
下
方
に
折
る
よ
う
に
小
さ
く
突
出
さ
せ
て
仕
上
げ
、
本
古

墳
の
も

の
よ
り
新
し
い

要
素
を
看
坂
で
き
る
。
ま
た
、
黒
田

1
号
墳
の
高
杯
は
器
高
が
一

六

・
八
代
レ
吟
と
本
墳
の
も
の

に
比
べ
や
や
大
き

い
。
脚
部
の
仕
上
げ
は
三
ヶ
尻
杯

4
号
墳

と
共
通
し
、
脚
外
面
に

2
条
の
沈
線
が
施
さ
れ
る
の
も

II期
後
葉
以
降
の
脚
に
一
般
化
す

る
新
し
い
要
素
と
言
え
る
。
報
告
者
は
三
ヶ
尻
林
4
号
墳
の
も
の
を
「
第

II型
式
第
4
段

階
併
行
期
前
後
」
、
黒
田

1
号
墳
の
も
の
は
「
TK43
型
式
の
も
の
に
類
似
す
る
」
と
し
て

お
り
、
前
者
の
実
年
代
は
六
世
紀
第

4
四
半
期
前
後
、
後
者
は
六
世
紀
後
半
代
で
も
そ
の

須
恵
器
に
つ
い
て

註
6

註
5

註
3

註
4

註
ー

註
2

期
の
所
産
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
杉
崎
茂
樹
）

桜
山
古
窯
跡
群
第

8
号
窯
出
土
須
恵
器
の
中
に
は
本
墳
と
同
形
態
の
、
小
形
高
杯
の
脚

部
破
片
が

3
点
存
在
す
る
。
脚
端
部
を
丸
く
仕
上
げ
る
特
徴
は
本
古
墳
と
類
似
し
、
脚
部

径
の
六

・
九
＼
八

・
八
代
レ
砂
と
い
う
数
値
も
、
本
古
墳
と
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
。
桜
山
第

8

号
窯
の
場
合
、
他
に
有
蓋
高
杯
や
多
数
の
杯
が
出
土
し
て
い
る
。
蓋
端
部
内
面
や
杯
一
部

ロ
縁
端
部
に
面
を
作
り
出
す
も
の
が
多
い
が
、
杯
（
部
）

端
部
を
丸
く
仕
上
げ
る
新
し
い

特
徴
を
有
す
る
も
の
も
混
在
し
、
六
世
紀
第
2
四
半
期
後
半
の
も
の
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
高
杯
以
外
の
器
種
で
は
、
甕
が
あ
り
、
口
縁
部
に
櫛
描
波
状
文
の
施
さ
れ

る
例
は

TK43
型
式
以
降
に
は
あ
ま
り
な
く
、
ま

た
、

Il期
中
葉
を
境
に
衰
退
す
る
と
さ
れ

る
器
台
も
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
出
土
の
須
恵
器
は
破
片
で
、

型
式
を
考
定
し
、

し
か
も
本
来
的

況
に
あ
る
が
、
同
形
態
の
高
杯
の
周
辺
地
域
出
土
品
と
の
比
較
、
及
び
共
伴
す
る
と
推
定

さ
れ
る
器
種
の
組
合
わ
せ
か
ら
、
器
群
は
、
陶
邑
古
窯
跡
群
打

10
型
式
の
相
前
後
す
る
時

田
辺
昭
―
―
-
『
陶
邑
古
窯
跡
群
ー
』
平
安
学
園
考
古
学
ク
ラ
プ

昭
和
四
一
年

増
田
逸
朗
「
児
玉
郡
神
川
村
北
塚
原
古
墳
群
」
『
第
4
回
追
跡
発
掘
調
査
報
告
会
発
表
要

旨
』
埼
玉
考
古
学
会
、
他
、
昭
和
四
六
年

小
久
保
徹
、
他
『
黒
田
古
墳
群
』
黒
田
古
墳
群
発
掘
調
査
会
昭
和
五

0
年
三
月

利
根
川
章
彦
、
他
『
三
ヶ
尻
天
王

・
三
ヶ
尻
林

(
1
)
』
（
財
）
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

事
業
団
昭
和
五
八
年
三
月

水
村
孝
行
、
他

『桜
山
窯
跡
群
』
（
財
）
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

三
月

註
ー
に
同
じ
o
r
K
1
0
以
降
に
出
現
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

位
置
の
出
土
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
五
七
年

時
期
を
限
定
し
き
れ
な
い
状
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墳
丘
の
西
側
で
は
第

9
図
の
分
布
図
に
示
す
よ
う
に
、
中
堤
の
外
側
か
ら
外
堀
の
内
側

に
集
中
し
て
埴
輪
片
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
中
堤
上
の
外
側
寄
り
に
埴
輪
が
樹
立

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
埴
輪
片
の
大
多
数
は
円
筒
埴
輪
（
朝
顔
形
埴
輪
も
含

む
）
で
あ
り
、

こ
れ
ら
が
埴
輪
列
を
形
成
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
外
堀
の
プ
リ

ッ
ジ

の
南
側
で
は
ニ
―
摺
余
り
に
亘
っ
て
形
象
埴
輪
が
集
中
し
て
出
土
し
て
お
り
、

お
そ
ら
く
、

こ
の
部
分
に
形
象
埴
輪
群
が
ま
と
ま
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

調
査
区
内
の
、
形
象
埴
輪
の
出
土
位
置
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。
外
堀
の
プ
リ
ッ
ジ
か
ら

北
側
及
び
、

五
四
年
度
に
調
査
し
た
前
方
部
南
側
隅
周
辺
で
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い

が
、
プ
リ

ッ
ジ
か
ら
南
の
部
分
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
区
間
は
ニ
―

”JvI
に
も

及
び
、
特
に
集
中
度
の
高
い
の
は
中
間
の
七
妍
程
の
区
間
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
完
形
の

人
物
埴
輪

(212)
や
家
形
埴
輪

(188)
が
、
中
堤
上
か
ら
外
堀
に
転
落
し
た
状
態
で
出
土
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
埴
輪
は
、
そ
の
良
好
な
遺
存
状
態
に
よ
っ
て
推
定
し
て
も
、
樹
立
後
、

割
合
早
い
時
期
に
転
落
し
、
し
か
も
、

そ
の
出
土
位
置
は
原
位
置
と
あ
ま
り
離
れ
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。
中
堤
の
上
で
は
形
象
埴
輪
片
の
出
土
は
少
な
か
っ
た
が
、
中
堤
の
外

側
端
部
か
ら
、
三
賭
以
内
に
集
中
し
て
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
形
象
埴
輪
は
、
本
来
、
中

堤
の
外
側
に
寄
せ
て
樹
立
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
周

堀
内
の
形
象
埴
輪
の
原
位
置
は
、
あ
る
程
度
、
復
原
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ

の

概
要
は
第

10
図
に
示
し
た
が
そ
こ
で

、
188
以
降
の
番
号
を
付
し
た
も
の
は
全
て
形
象
埴
輪

で
あ
る
。
小
片
で
も
腕
は
人
物
埴
輪
の
特
定
に
重
要
で
あ
る
。
輻
や
美
豆
良
は
性
別
の
判

断
を
可
能
に
し
、
大
刀
や
鈴
鏡
、
琴
な
ど
は
人
物
埴
輪
の
種
類
を
特
定
で
き
る
付
属
品
で

あ
る
。
こ
れ
ら

の
破
片
資
料
も
、
中
堤
上
の
元
の
位
置
を
推
定
し
、
形
象
埴
輪
群
を
復
原

四

形

象
埴
輪
群
の
配
置
復
原
に
つ
い
て

の
背
後
に
配
置
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
た
。

す
る
た
め
の
有
効
な
材
料
と
な
る
。

個
体
の
比
定
と
原
位
置
へ
の
復
原

第

44
図
は
、
中
堤
の
内
側
に
形
象
埴
輪
の
位
置
を
想
定
し
た
復
原
図
で
あ
る
。
単
体
の
破

片
は
そ
の
ま
ま
中
堤
立
上
り
平
面
。フ
ラ
ソ
の
ラ
イ
ン
に
対
す
る
垂
線
を
引
き
、
復
数
の
破

片
に
分
散
し
て
い
る
も
の
は
、

な
お

S
D
o
o
1
内
出
土
の
遺
物
は
二
次
移
動
し
て

存
在
が
知
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
周
堀
内
へ
の
転
落
破
片
が
少
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、

そ
の
中
心
部
か
ら
垂
線
を
引
い
て
中
堤
上
の
推
定
位
置
に

戻
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
個
体
の
家
形
埴
輪
の
配
置
が
復
原
さ
れ
た
。

189
は
中
堤
上
の
形
象

埴
輪
集
中
区
南
端

に
、
188
は
中
央
部
に
配
置
さ
れ
た。

こ
の
ほ

か
に
、

188
の
出
土
位
置
よ

り
中
堤
に
近
い
位
置
か
ら
出
土
し
た
少
数

の
破
片
に
よ
っ
て
、
も
う
一
棟
の
家
形
埴
輪
の8

 
8
 

次
に
家
形
埴
輪
の
位
置
を
甚
準
に
し
て
、
人
物
埴
輪
の
配
置
を
検
討
す
る
と
、

188
と
189

の
家
形
埴
輪
の
前
後
の
位
置
に
は
人
物
埴
輪
は
認
め
ら
れ
ず
、
人
物
埴
輪
の
樹
立
位
置
は

188
の
家
形
埴
輪
の
左
側
（
墳
丘
に
向
か
っ
て
）
の

部
分
と
、
188
と
189
の
家
形
埴
輪
に
挟
ま

れ
る
部
分
の
ニ
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
こ
で
便
宜
上
、
前
者
を
人
物

埴
輪

A
群
、
後
者
を
人
物
埴
輪

B
群
と
呼
称
す
る
。

A
群
は
完
形
の
も
の
は

212
の
女
子
人
物
埴
輪
の
み
で
あ
る
が
、
他
に

216
（
男
子
人
物
の

顔
面
）
か
ら
一
体
、
268
（
鈴
鏡
）
か
ら
鈴
鏡
を
腰
に
下
げ
た
女
子
一
体
の
存
在
が
復
原
さ

れ
、
さ
ら
に

214
の
形
象
埴
輪
台
部
は

267
の
脚
部
と
組
合
わ
せ
て
男
子
立
像
が
復
原
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て

、
こ

こ
に
は
男
子
二
体
と
女
子
二
体
の
計
四
体
が
樹
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
他
に
人
物
の
腕
が
四
本

(240
、
250
、
255
、
261
)
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
右
手
で

2
 

あ
る
。

ー
は
両
手
が
完
存
し
て
い
る
の
で

、
他
に
少
な
く
と
も
、
も
う
一
体
の
人
物
が
存

2
 

在
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
255
は
焼
成
と
色
調
か
ら
216
の
男
子
に
伴
う
可
能
性
が
あ

い
る
の
で

、
こ
こ

で
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
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B
群
に
は
ほ
ぽ
完
形
の
も
の
と
し
て

211
の
男
子
弾
琴
埴
輪
が
あ
る
。
主
要
部
の
残
存
す

る
も
の
に
213
の
女
子
埴
輪
と
219
の
踊
る
男
子
埴
輪
が
あ
る
。
ま
た
顔
面
の
一
部
が
残
る
も

の
と
し
て

215
の
女
子
人
物
が
あ
る
。
こ
の
他
に
、
人
物
の
個
体
を
復
原
で
ぎ
る
も
の
に

231
の

美
豆
良
と
228
の
美
豆
良
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
赤
彩
の
有
無
に
よ
っ
て
別
個
体
と
判
断
さ
れ

る
の
で
、
男
子
2
個
体
が
復
原
可
能
で
あ
る
。

224
と
225
の
島
田
謡
片
も
、
寸
法
や
調
整
法

の
違
い
か
ら
明
ら
か
に
別
個
体
で
あ
る
か
ら
女
子
二
個
体
の
復
原
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
部
分
破
片
と
前
述
の
半
完
形
品
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
228
の
美
豆
良
は
脱

落
痕
か
ら
右
側
の
も
の
で
あ
り
、
211
の
弾
琴
埴
輪
に
伴
わ
な

い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

231

の
美
豆
良
は
赤
彩
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
こ

れ
も
弾
琴
埴
輪
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た

219
の
踊
る
男
子
は
、
美
豆
良
を
失
っ
て
い
る
が
濃
い
赤
褐
色
の
特
徴
的
な
焼
成
品
で
あ
る

りヽ
A
群
の
復
原
位
置
に
つ
い
て
ほ
、
188
の
家
形
埴
輪
か
ら

O・
八
五
妍
離
れ
て
一

の
間
に
五
体
が
並
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
肩
と
肩
と
が
重
複
す
る
よ
う
な
問
隔
と
な

一
列
で
は
無
理
な
配
列
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
前
後
二
列
と
考
え
ら
れ
る
。

•

四
焙

り
、
槍
を
握
る
よ
う
に
手
首
を
返
し
て
丸
め
た
右
手
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
人
埴
輪
が
推

定
で
ぎ
る
。

250
は
大
刀
を
握
る
所
作
を
示
し
た
右
手
で
る
。
出
土
位
置
の
近
接
、
焼
成
、

色
調
か
ら
214
に
伴
い
、

261
は
焼
成
、

全
身
像
の
抜
刀
ス
ク
イ
ル
の
武
人
埴
輪
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

色
調
か
ら
268
の
鈴
鏡
を
下
げ
た
女
子
の
右
手
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
親
指
を

立
て
る
だ
け
で
握
る
表
現
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

240
は
第
五
の
人
物
埴
輪
の
腕
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
や
は
り
掌
を
丸
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
握
り
方
は
手
首
を
返
す
状
態

で
あ
り
、
槍
を
つ
き
出
す
ポ
ー
ズ
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
腕
の
全
長
が
短
か
く
、
全
身
像

に
特
有
な
長

い
腕
と
異
る
の
で
、
半
身
像
に
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
男
子
三
体
を
武
人
と
推
定
す
る
も
う
―
つ
の
根
拠
は
、
周
辺
出
土
の
遺
物
の
中
に
冑

の
破
片
が
数
個
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。

こ
と
か
ら
228
と
231
の
い
ず
れ
に
も
伴
い
得
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

の
美
豆
良
か
ら
新
た
な
男
子
二
個
体
の
復
原
が
可
能
と
な
る
。こ

れ
も
新
た
な
女
子
二
個
体
の

互
い
に
別
個
体
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な

2
個
の
島
田
謡
片
ほ
、
頭
頂
部
の
ほ
ぽ
完
存

す
る
213
の
女
子
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

復
原
を
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

男
女
の
性
差
を
示
す
頭
部
の
破
片
を
も
含
め
て
、
人
物
埴
輪
の
個
体
数
を
復
原
す
る
と
、

B
群
で
は
男
子
人
物
が
四
体
、
女
子
人
物
が
四
体
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
他
外
堀
内
出
土
で
あ
る
が
、
出
土
地
点
の
特
定
が
で
き
な
い
破
片
に
266
の
琴
が
あ
る
。

こ
れ
も

B
群
に
属
す
る
可
能
性
が
大
き
い
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

B
群
の
位
置
に
つ
い
て
は
、

188
の
家
と
189
の
家
に
挟
ま
れ
る
と
は
言
う
も
の
の
、

188
の

家
形
埴
輪
に
寄
せ
て
、
少
な
く
と
も
最
大
一

・
八
脳
の
間
に
集
中
し
て
樹
立
し
て

い
た
と

考
え
ら
れ
、
墳
丘
に
向
か
っ
て
右
端
の
踊
る
人
物
と

、

1
8
9
の
家
と
の
間
に
は

一
•
五
摺
も

の
空
間
地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
短
区
間
内
へ
の
人
物
の
集
中
樹
立
に

一
・
八
妍
間
に
一
列
で
九
体
の
樹
立
は
不
可
能
で
あ
り
、
二
列
で
も
一
・
八

脳
間
は
最
大
幅
と
考
え
ら
れ
る
の
で
五
体
の
樹
立
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
考

え
て
、
人
物
九
体
ほ
、
三
体
づ
つ
三
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

第
45
図
と
46
図
は
人
物
埴
輪
群
の
配
置
復
原
図
で
あ
る
。
人
物
埴
輪
A
群
は
男
子
三

体
、
女
子
二
体
の
計
五
体
か
ら
成
り
、
前
後
二
列
の
配
置
が
復
原
さ
れ
る
。
構
成
員
の
内

訳
は
、
全
身
像
で
抜
刀
の
姿
勢
を
表
す
武
人
一
体
と
半
身
像
で
槍
を
構
え
る
武
人
二
体
か

ら
な
る
武
人
集
団
、
腕
を
前
方
に
伸
す
半
身
像
と
同
様
の
ス
タ
イ
ル
と
推
定
さ
れ
る
、
鈴

鏡
を
下
げ
る
巫
女
と
思
わ
れ
る
二
体
の
女
子
か
ら
な
る
集
団
と
に
分
れ
る
。
こ
の
場
合
、

女
子
と
男
子
を
対
と
す
る
こ
と
は
数
が
対
応
し
な
い
こ
と
と
、
女
子
に
武
器
を
構
え
る
と

形
象
埴
輪
群
の
配
置
復
原

つ
い
て
は
、

し
た
が
っ
て
二
本
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い
う
配
置
は
不
自
然
で
、
こ
れ
は
男
子
三
体
と
女
子
二
体
が
異
っ
た
二
列
に
配
置
さ
れ
た

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
女
子
の
後
で
男
子
が
武
器
を
構
え
る

こ
と
も
考
え
に
く
い
。

武
人
が
前
列
、
女
子
が
後
列
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
二
体
の
女
子
は
三
人
の
護
衛
に
守

ら
れ
て
、
何
ら
か
の
重
要
な
儀
式
を
行
っ
て

い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
前
方
に
腕
を

つ
き
出
す
所
作
が
物
を
授
受
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
互
い

に
向
ぎ
あ

っ
て
い

た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
人
物
埴
輪

B
群
は
、
座
像
の
男
子
弾
琴
像
二
体
と
座
像
の
女
子
一
体
及
ぴ
、

踊
る
男
子
（
お
そ
ら
く
半
身
像
）

る
と
推
定
さ
れ
る
。
琴
を
弾
く
者
と
踊
る
者
と
が
共
存
す
る
の
は
最
も
自
然
な
組
合
せ
で

あ
り
、

の
ほ

か
に
、
男
子
二
体
と
女
子
三
体
の
計
九
体
か
ら
成

B
群
は
音
楽
奏
者
と
踊
り
手
の
ニ
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

213
の
女
子
は
、
女
子
に
は
珍
ら
し
く
足

の
あ
る
椅
座
像
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
大

き
く
丹
念
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
楽
と
踊
り
を
司
る
立
場
に
あ
る
歌
女
と
推
定

さ
れ
る
。
琴
は
一
方
は
四
弦
琴
、
他
方
は
五
弦
琴
で
、
音
楽
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
厚
み
を
加

え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
一
人
の
歌
女
と
二
人
の
琴
奏
者
が
音
楽
担
当
グ
ル

ー
プ
で、

こ
れ
に
対
し
て
残
り
の
六
人
は
踊
り
の
グ
ル
ー
プ
と
理
解
さ
れ
、
男
女
三
人
づ
つ
で
対
を

な
し
て
踊
っ
て
い
る
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
踊
り
手
は
女
子
は
髪
を
島
田
盟
に
結
い
、

男
子
は
下
げ
美
豆
良
を
束
ね
、
さ
ら
に
腰
に
刀
を
侃
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
身
分
の
高
い

者
達
の
正
装
に
よ
る
舞
踊
と
判
断
さ
れ
、
農
民
の
踊
り
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
示

配
列
に
つ
い
て
は
三
人
づ
つ
三
列
に
復
原
さ
れ
た
。
背
丈
の
高
い
歌
女
が
両
脇
に
弾
琴

を
従
え
て
後
列
に
配
置
さ
れ
、
前
中
列
に
、
踊
り
手
が
男
女
対
を
な
し
て
配
置
さ
れ
た
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
物
埴
輪

B
群
は
、
歌
と

琴

の
音
に
あ
わ
せ
て
踊

る
、
男
女
の
集
団
と
し
て
復
原
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
日
常
の
歌
舞
を
表
現
す
る
も
の
で
は

．
 

無
く
、
首
長

の
霊
を
ゆ
さ
ぶ
り
、
再
生
を
願
う
た
ま
ふ
り
の
儀
式
を
表
現
し
た
も

の
と
考

さ
れ
て
い
る
。

め
ら
れ
、

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は

B
群
が

188
の
建
物
に
接
す
る
形
で
配
置

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
建
物
の
構
造
を
見
る
と
、
二
間

x
二
間
の
高
床
式
建
物
で
、
床

下
は
中
央
を
含
め
て
九
本
の
総
柱
の
頑
強
な
構
造
で
あ
っ
た
。
床
の
上
は
中
央
の
柱
は
通

っ
て
お
ら
ず
広
い

空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
壁
体
の
無
い
吹
ぎ
放
ち

の
構
造
の
こ
の
建
物
は
、
主
屋
の
よ
う
な
常
住
の
建
造
物
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

そ
の
開
放

性
か
ら
は
、
後
世
の
神
楽
殿
の
よ
う
な
舞
台
と
し
て
の
機
能
と
性
質
が
考
え
ら
れ
る
。
人

物
埴
輪

B
群
は
本
来
こ
の
舞
台
の
上
で
行
わ
れ
て
い
る
歌
舞
の
有
様
を
、
そ
の
ま
ま
舞
台

の
脇
に
引
き
出
し
て
表
現
し
た
も
の
と
推
定
す
る

こ
と
も
可
能
と

な
ろ
う
。

こ
の
舞
台
と
想
定
さ
れ
た
建
物
に
対
し
て
、

B

群
の
人
物
埴
輪
集
団
か
ら
、
一
•
五
脳

の
空
間
地
を
隔
て
て
配
置
さ
れ
た
189
の
家
形
埴
輪
は
、
堅
魚
木
を
載
せ
た
寄
棟
造
り

の
屋

根
の
下
に
壁
体
を
表
現
す
る
も
の
で
、
長
辺
の
両
方
に
窓
と
、
短
辺
の
片
方
に
入
口
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
人
の
住
む
住
居
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
盾
形
埴
輪

が
重
な
り
合
っ
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
家
形
埴
輪
に
接
す
る
よ
う
に
盾
が
並
べ
ら
れ
て

い
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
家
形
埴
輪
の
向
っ
て
右
側
ニ
・
六
以
加
の
位
置
に
は
、

対
の
腕
か
ら
人
物
埴
輪
の
配
置
が
復
原
さ
れ
た
。
腕
の
表
現
は
ひ
じ
を
ゆ
る
や
か
に
ま
げ

た
も
の
で
、
拇
指
を
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
武
人
で
は
な
く

A
群
の
巫
女
と
共
通
性
が
認

め
ら
れ
る
。

188
の
家
形
埴
輪
か
ら
約
六
2
い
を
隔
て
、
調
査
区
南
端
に
近
い
所
か
ら
は

200
の

鈴
で
飾
ら
れ
た
馬
形
埴
輪
の
破
片
と

247
の
人
物
の
腕
が
近
接
し
て
出
土
し
た
。
こ
こ
に
は

馬
と
馬
子
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
配
置
さ
れ
て

い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

第
三
の
家
形
埴
輪
は
、
円
柱
を
も

つ
家
形
埴
輪
の
背
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
少
数
の

破
片
か
ら

の
復
原
で
あ
る
が
、
屋
根
が
高
く
、

棟
の

上

に
堅
魚
木
を
載
せ
、

垂
直
な
壁

体
を
も

つ
こ
と
が
確
か

で、

189
の
家
形
埴
輪
と
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
、
相
違
点
も
認

一
方
の
長
辺
中
央
に
竪
長
長
方
形
の
入
口
が
、
そ
し
て
対
辺
に
長
方
形
の
窓
が
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46

祀
の
復
原
を
試
み
た
次
第
で
あ

図第 人物埴輪配置復原模式図

形
象
埴
輪
が
表
現
す
る
古
墳
祭

る
こ
と
に
な
る
。

破
片
で
あ
っ
て
も
個
体
の
復
原

上
げ
、
人
物
埴
輪
と
そ
の
他
の

可
能
な
も

の
を
積
極
的
に
取
り

そ
れ
ぞ
れ

の
個
体
数
は
減
少
す

補
植
が
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、

゜

弾琴座像歌女座像

殆屋

ロ
編噂

胃

雰疇

包RR踊る女子半身像

s g} @ 
踊る男子半身 イ象

舞 踏 グ ルー プ

人

物

埴

輪

B

群

2m 

こ
こ
で

は
小

ま
た
、
埴
輪
の
追
加
樹
立
や

ら
れ
る
。

樹
立
さ
れ
て

い
た
個
体
数
は
、

こ
の
た
め
、
本
来
、
中
堤
上
に

さ
ら
に
多
く
な
る
こ
と
も
考
え

な
い
破
片
も
存
在
し
て
い
る。

た
腕
、
出
土
地
点
が
特
定
で
き

中
世
の
溝
の
覆
土
か
ら
出
土
し

復
原
で
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、

ほ
、
確
実
な
個
体
を
基
に

し
た

以
上

の
形
象
埴
輪
群
の
復
原

な
1,ヽ

゜

高
床
式

の
舞
台
の
後
に
接
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

こ
の

二
棟
の
グ
ル

ー
プ

か
ら

表
現
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
家
形
埴
輪
は
、
た
ま
ふ

り
の

歌
舞
を
行
っ

た
と
推
定
さ
れ
た、

在
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
被
葬
者
を
安
置
す
る
殖
屋
と
推
定
す
る

こ
と

が
可
能
か
も
し
れ

距
離
を
へ

だ
て
て

別
に
住
居

の
機
能
の
備
っ

た、

主
屋
と
も
考
え
ら
れ
る
家
形
埴
輪
が
存
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ハ
ケ
メ
を
ぎ
れ
い
に
擦
り
消
し
て
い
る
。

調
整
に
ナ
デ
だ
け
を
用
い
る
か
、

ハ
ケ
メ
の
後
に
強
い
ナ
デ
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

3

ー
類
は
外
面
調
整
（
掌
を
除
く
腕
部
）

に
ハ
ケ
メ
を
用
い
る
か
、

ハ
ケ
メ
の
後
に
ナ

2
 

す
る
。

ー あ
る
。

技
法
は
木
芯
中
空
技
法
と
も
呼
び
得
る
も
の
で
あ
る
。

瓦
塚
古
墳
出
土
の
人
物
埴
輪
は
、
腕
の
製
作
技
法
が
中
空

(
I類
）
と
中
実

(n類
）

の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
両
者
を
仔
細
に
検
討
（
第
2
表
参
照
）
す
る
と
次
の
よ
う
な
差
が

中
空
製
作
の
も
の

(
I類
）
は
掌
の
表
現
が
忠
実
で
、
そ
の
全
て
が
粘
土
紐
で
人
差

指
か
ら
小
指
ま
で
の
四
指
を
別
々
に
製
作

(
a
タ
イ
プ
）
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中

実
製
作
の
も
の

(II類
）
は
掌
の
表
現
が
簡
略
で
、
四
指
を
一
体
に
作
り
、
線
刻
で
指
を

（註
1
)

（
註
2
)

表
現
す
る
も
の

(
b
タ
イ
プ
）
と
全
く
指
を
表
現
し
な
い
も
の

(

C

タ
イ
プ
）
と
が
存
在

中
実
製
作
の
も
の

(Il
類
）
は
す
べ
て
赤
褐
色
系
の
色
調
で

、
焼
成
が
良
い
の
に
対

し
て
、
中
空
製
作
の
も
の
（
ー
類
）
は
色
調
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
乳
白
色
や
淡
褐

色
な
ど
の
白
っ
ぽ
い
も
の
が
中
心
を
な
し
て
お
り
、
焼
成
に
も
差
が
あ
る
。

デ
を
加
え
る
が
、
最
終
的
に
ハ
ケ
メ
の
残
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て

II類
は
外
面

中
空
製
作
の
も
の
を
注
意
し
て
観
察
す
る
と
、
内
面
の
中
空
部
分
は
凹
凸
が
な
く
、
器

面
に
沿
っ
て
擦
痕
、
条
痕
を
と
ど
め
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
棒
状
工
具
を
利
用
し

て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
粘
土
紐
の
巻
上
げ
や
板
状
の
粘
土
を
ま
る
め
て
中
空
に
製
作
さ

れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
腕
の
付
け
根
の
屈
曲
部
分
で
穴
の

断
面
が
歪
む
場
合
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
棒
を
抜
き
と
っ
た
後
で
、
本
体
を
曲
げ
て

腕
の
形
に
成
形
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
棒
を
芯
と
し
て
使
い
、
こ
れ
に
粘
土
で

肉
づ
け
を
行
っ
て
腕
の
祖
形
を
作
っ
た
の
か
、
円
柱
状
の
粘
土
に
後
か
ら
棒
を
差
し
込
ん

で
作
っ
た
か
は
良
好
な
資
料
が
な
く
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
254
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
中
空
部
分
は
手
首
ま
で
及
び
、
棒
を
抜
ぎ
取

っ
た
後
、
肩
部
へ
の
差
し
込
み
部
分
を

細
く
す
る
た
め
に
、

し
ぽ
っ
て
穴
を
ふ
さ
い
で
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の

以
上
の
事
実
か
ら
、
棒
を
用
い
る
こ
と
は
、
体
部
へ
の
固
定
の
た
め
で
は
な
く
、

太
い
腕

（註

3
)

の
部
分
を
中
空
に
作
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は

262
に
認
め

ら
れ
た
座
像
人
物
の
足
に
も
共
通
し
て
い
る
。
焼
成
具
合
を
検
討
す
る
と
、
中
実
の
も
の

は
焼
成
が
良
好
で
、
色
調
が
赤
色
系
で
あ
る
が
、
中
空
の
も
の
は
軟
質
の
も
の
を
多
く
含

む
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

窯
の
構
造
や
焼
成
技
術
に
よ

っ
て
腕
を
中
空
に
製
作

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
腕
の
製
作
技
法
の
差

異
は
、
そ
れ
を
製
作
し
た
窯
、
ひ
い
て
は
エ
人
集
団
の
差
と
考
え
ら
れ
る
。

瓦
塚
古
墳
の
場
合
は
、

掌
の
指
を
粘
土
紐
で
一
本
一
本
、
忠
実
に
製
作
し
な
が
ら
も
焼

成
技
術
が
低
い
た
め
に
腕
を
中
空
に
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
埴
輪
エ
人
集
団
の
埴
輪
と
、

焼
成
技
術
が
高
く
、
腕
は
中
実
に
作
る
が
、
掌
の
指
の
表
現
を
簡
略
化
し
て
作
る
埴
輪
工

人
集
団
の
埴
輪
が
同
一
古
墳
の
中
堤
上
の
埴
輪
群
の
中
に
混
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

腕
製
作
技
法
の
実
例
を
広
く
西
日
本
に
求
め
る
と
、
五
世
紀
中
葉
の
大
阪
府
羽
曳
野
市

（註
4
)

（註
5
)

誉
田
白
鳥
遺
跡
と
五
世
紀
後
半
の
大
阪
府
高
石
市
大
園
古
墳
で
は
中
空
に
製
作
さ
れ
て
お

（註
6
)

り
、
さ
ら
に
六
世
紀
前
葉
の
和
歌
山
市
井
辺
八
幡
山
古
墳
と
大
阪
府
高
槻
市
昼
神
車
塚
古

（註
7
)

墳
で
も
中
空
式
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
世
紀
前
葉
と
中
葉
の
交
る
時
期
の
東
大
阪
市
大

賀
世

3
号
墳
で
は
中
空
式
と
中
実
式
が
共
存
し
、
磐
井
の
墓
の
有
力
候
補
で
あ
る
福
岡
県

八
女
市
岩
戸
山
古
墳
で
は
中
実
式
の
実
例
が
認
め
ら
れ
る
。

（註
10
)

埼
玉
古
墳
群
で
は
稲
荷
山
古
墳
と
二
子
山
古
墳
で
は
、
中
空
式
に
製
作
さ
れ
て
お
り
、

五
人
物
埴
輪
腕
の
製
作
技
法
に
つ

い
て
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註註註註註
11 10 9 8 7 

註
5

註
6

註
4

註

1
註
2

註
3

こ
の
例
は
弾
琴
男
子
胡
座
像

(
111-
）
の
掌
の
表
現
に
共
通
す
る
。

，
 

こ
の
例
は
踊
る
男
子

(1
)
の
掌
の
表
現
に
共
通
す
る
。

2
 

第
3
の
問
題
点
で
あ
る
調
整
技
法
の
差
は
、

I
類
の
場
合
、
強
い
ナ
デ
調
整
を
加
え
る
こ
と
が
中

空
ゆ
え
に
控
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

禰
宜
田
佳
男
「
誉
田
白
鳥
追
跡
」
『
形
象
埴
輪
の
出
土
状
況
』
九
阪
第
17
回
埋
蔵
文
化
財

研
究
会
昭
和
六

0
年

禰
宜
田
佳
男
「
大
園
古
墳
」
出
典
は
註
4
に
同
じ

森
浩
一
『
井
辺
八
幡
山
古
墳
』
同
志
社
大
学
文
学
部
考
古
学
調
査
報
告
第
5
冊

昭

和

四

七
年

禰
宜
田
佳
男
「
昼
神
車
塚
古
墳
」
出
典
は
註
4
に
同
じ

上
野
利
明
「
大
賀
世
3
号
墳
」
出
典
は
註
4
に
同
じ

柳
沢
一
男
「
岩
戸
山
古
墳
」
出
典
は
註
4
に
同
じ

『
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会

昭
和
五
五
年

若
松
良
一
「
同
一
古
墳
に
お
け
る
円
筒
埴
輪
の
多
様
性
の
分
析
ー
一
古
墳
に
お
け
る
複
数
回
の

埴
輪
樹
立
に
つ
い
て
ー
」
『
法
政
考
古
学
第
7
集

』

法

政
考
古
学
会
昭
和
五
七
年

い
の
で
今
後
の
課
題
と
し
て
お
ぎ
た
い
。

（
若
松
良
一
）

エ
人
集
団
と
新
し
い
技
術
を
も
っ
エ
人
集
団
が
あ
っ
て
、
そ
の
双
方
か
ら
埴
輪
の
供
給
を

二
技
法
が
共
存
し
た

わ
け
で
あ
り
、
そ
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
新
旧

東
国
で
も
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
前
葉
の
段
階
で
は
こ
の
技
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
腕

の
中
空
式
製
作
技
法
は
、
人
物
埴
輪

の
初
現
期
か
ら
六
世

紀
の
前
葉
頃
ま
で
存
続
し
た
技
法
で
あ
り
、
中
実
式
の
製
作
技
法
は
六
世
紀
中
葉
頃
、
新

た
に
生
ま
れ
た
技
法
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
瓦
塚
古
墳

の
場
合
、

筆
者
は
以
前
、
同
一
古
墳
に
お
い
て

、
埴
輪
の
樹
立
が
複
数
回
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

（註
11
)

い
て
説
い
た
こ
と
が
あ
る
。
瓦
塚
古
墳
に
も
時
期
を
異
に
し
て
埴
輪

の
追
加
樹
立

（
ま
た

は
補
植
）
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
埴
輪

の
樹
立
は
古
墳
築
造
の
一
環
と
し
て

一
回
限
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
者
と
す
る
と
、
そ
の
時
点
で
は
古
い
技
術
を
も
っ

受
け
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点
で
は
、
そ
の
答
を
出
す
こ
と
は
で
ぎ
な

①
棒
に
粘
土
を
肉

づ
け
し
て
腕
の

芯
部
を
作
る

②
棒
を
抜
き
と
り
、

少
し
乾
燥
さ
せ
る

.. 
亡 ー• 
: ③

曲
げ
て
差
し

込
み
部
を
し

ぼ
る

し

作
ー
・
ネ
強
し
、
』
調
整
製

を

行

う

腕

るよに

ぃ
：
•
こ

[

④
掌
部
を
付
け

外
面
調
整
を

行
う

⑤
府
部
に
差

し
込
む

つ接合部に粘tを足＇てh"・

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2番
4 5 5 5 5 4 4 4 4 3 3 5 6 6 5 5 5 5 5 4 4 4 4 3 3 3 3 4 3 
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の
中
小
の
前
方
後
円
墳
と
の
格
差
が
注
意
さ
れ
る
。

瓦
塚
古
墳
の
埼
玉
古
墳
群
内
で
の
位
置

こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
瓦
塚
古
墳
出
土
の

円
筒
埴
輪
は
、

徴
か
ら
す
る

と
、
隣
接
し
て
所
在
す
る
二
子
山
古
墳
や
、
こ
れ
と
ほ
ぽ
同
時
期
と
考
え
ら

れ
る
愛
宕
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
に
後
出
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
南
方
に
所
在
す
る

鉄
砲
山
古
墳
の
埴
輪
よ
り
は
先
行
す
る
可
能
性
が
強

い
。

そ
の
形
態
的
特

二
子
山、

愛
宕
山
、
両
古
墳
は

六
世
紀
前
半
の
築
造
年
代
が
考
え
ら
れ
た
。
鉄
砲
山
古
墳
は
六
世
紀
後
半
代
と
考
え
ら
れ

る
の
で

、
本
古
墳
の
築
造
は
そ
の
間
、
お
お

よ
そ
、

六
世
紀
中
葉
頃
と
考
え
て
お
き
た
い
。

古
墳
群
内
の
埴
輪
の
比
較
に
よ
る
こ
う
し
た
年
代
観
は
、
昭
和
五
七
年
度
調
査
区
内
か
ら

さ
て
、
瓦
塚
古
墳
の
築
造
時
期
を
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
古
墳
群
内
で
は
ど

の
よ

う
な
性
格
的
位
置
付
け
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
埼
玉
古
墳
群
の
前
方
後
円
墳
は
、

タ
ガ
を
有
す
る
埴
輪
片
に

よ
り
、

五
世
紀

末
＼
六

世
紀
初
頭
の
稲
荷
山
古
墳
を
初
現
と
し
、
六
世
紀
末
＼
七
世
紀
初
頭
の
将
軍
山
古

墳
を
も
っ
て
築
造
が
終
了
す
る

と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
間
、
六
世
紀
前
半
代
に
二
子

山
古
墳
と
愛
宕
山
古
墳
、
中
葉
に
瓦
塚
古
墳
、
後
半
代
に
鉄
砲
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い

（註
1
)

る
。
中
の
山
古
墳
は
周
堀
内
出
土
の
須
恵
器
片
に
よ
り
、
ま
た
、
奥
の
山
古
墳
は
粗
雑
な

そ
れ
ぞ
れ
六
世
紀
後
半
代
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
八
基
の
前
方
後
円
墳
の
規
模
の
大
小
に
着
目
し
て
み
る
と
、
墳
丘
主
軸
長
一
三

五
以
い
で
古
墳
群
内
の
盟
主
墳
で
あ
り
、
武
蔵
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
も
あ
る
二
子
山
古
墳

と
主
軸
長
―
二
0
~
の
稲
荷
山
古
墳
、
同
じ

く
―
―
二
隊

の
鉄
砲
山
古
墳

、

り
墳
丘
が
破
損
し
、
現
存
墳
丘
主
軸
長
が
一

0
1

出
土
し
た
須
恵
器
の
年
代
観
と
も
矛
盾
し
な
い
。

, -

/‘ 

そ
し
て
か
な

•

五
隊
の
将
軍
山
古
墳
の
四
基

の
大
形

古
墳
、
主
軸
長
が
八
〇
賭
に
満
た
な

い
中
の
山
、
瓦
塚
、
奥

の
山
、

愛
宕
山
古
墳
、
四
基

註
4

註
5

註

3
註
2

註

1 埼
玉
古
墳
群
の
首
長
層
は
、
北
武
蔵
地
方
を
統
轄
す
る
強
力
な
支
配
権
力
を
保
有
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

層
に
か
か
わ
る
古
墳
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
二
子
山
古
墳
の
築
造
と
前
後
し

て
出
現
し
た
愛
宕
山
古
墳
は
前
方
後
円
墳
と
い
う
墳
形
に
よ
っ
て
、
二
子
山
古
墳
と
稲
荷

墓
と
考
え
ら
れ
る
が
、

（
杉
崎

茂
樹）

山
古
墳
と
の
間
に
築
造
さ
れ
た
小
円
墳
群
の
被
葬
者
よ
り
明
ら
か
に
上
位
身
分
の
者
の
墳

（註
3
)

か
つ
て
増
田
逸
朗
氏
も
論
じ
た
よ
う
に
、
最
高
首
長
と

比
較
的
近

い
関
係
に
あ
り
な
が
ら
こ
れ
に
従
属
す
る
傍
係
小
首
長
の
古
墳
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば

（註
4
)

な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
瓦
塚
古
墳
も
愛
宕
山
古
墳
同
様
、
大
形
前
方
後
円
墳
と
の

格
差
が
明
ら
か
で
あ
り
、
傍
係
首
長
の
奥
津
城
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
、
愛
宕
山

古
墳
の
出
現
に
見
る
傍
係
首
長
墓
の
系
譜
は
瓦
塚
古
墳
の
後
も
絶
え
る
こ
と
な
く
、
や
が

（註
5
)

て
奥
の
山
古
墳
や
中
の
山
古
墳
の
構
築
を
み
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

行
田
市
教
育
委
員
会
の
南
側
道
路
部
分
の
調
査
に
よ
る
。
（
斉
藤
国
夫
「
埼
玉
古
墳
群
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」
『
原
始
古
代
社
会
研
究
6
』
校
倉
書
房

昭
和
五
九
年
八
月
）

甘
粕
健
、
久
保
哲
三
「
古
墳
文
化
の
地
域
的
特
色
関
東
」
『
日
本
の
考
古
学

IV
』

河

出
璽
房
新
社
昭
和
四
一
年
六
月

増
田
逸
朗
「
辛
亥
銘
鉄
剣
出
土
古
墳
の
概
要
と
埼
玉
古
墳
群
」
『
月
刊
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

悔

201
』
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社
昭
和
五
七
年
三
月

杉
崎
茂
樹
、
他
『
愛
宕
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会
昭
和
六

0
年
三
月

こ
こ
で
は
あ
え
て
触
れ
な
か
っ
た
が
、
円
墳
と
考
え
ら
れ
る
丸
墓
山
古
墳
も
直
径
が
一

0
0烙
以

上
、
高
さ
も
一

八
妍
を
超
え
、
墳
丘
の
土
量
に
於
て
大
形
前
方
後
円
墳
と
遜
色
は
な
い
。
昭
和
六

0
年
度
の
周
堀
部
分
の
調
査
で
出
土
し
た
埴
輪
片
は
、
二
子
山
古
墳
な
ど
に
近
い
特
徴
が
あ
り
、

六
世
紀
前
半
代
の
可
能
性
が
大
き
い
。
丸
墓
山
古
墳
と
古
墳
群
内
の
前
方
後
円
墳
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

1
0
0以
い
を
超
え
る
前
方
後
円
墳
は
ま
さ
に
そ
の
最
高
首
長
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